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最
近
の
夏
は
、
35
℃
を
超
え
、
時
に
は
40
℃
近

い
気
温
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

暑
さ
だ
け
で
は
な
く
、
1
時
間
１
０
０
㎜
を
超
え

る
よ
う
な
猛
烈
な
雨
の
降
り
方
も
、
気
候
変
動
に

よ
る
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

気
候
変
動
に
対
す
る
国
際
的
な
枠
組
み
と
し
て

は
、「
気
候
変
動
枠
組
条
約
」（
１
９
９
４
年
３
月
発

効
）
の
下
に
、
以
前
に
は
先
進
国
の
み
に
排
出
削
減

目
標
を
課
し
た
「
京
都
議
定
書
」（
２
０
０
５
年
２

月
発
効
）、
最
近
で
は
開
発
途
上
国
も
含
め
た
全
て

の
国
が
参
加
す
る
「
パ
リ
協
定
」（
２
０
１
６
年
11

月
発
効
）
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
後
者
の
「
パ

リ
協
定
」
は
初
め
て
明
確
な
長
期
目
標
を
設
定
し

た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に

は
、
産
業
革
命
前
か
ら
の
地
球
平
均
気
温
の
上
昇

を
２
℃
よ
り
も
十
分
低
く
抑
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
今
世
紀
後
半
に
人
為
起
源
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
と
吸
収
量
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
達
成
す
る
、

す
な
わ
ち
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
正
味
で
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
を
長
期
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
パ
リ
協
定
」
の
締
結
国
は
、
２
０
２
０
年
以
降

の
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
目
標
を
５
年
ご
と
に
設

定
・
提
出
し
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
我
が
国
は
、
２
０
３
０
年
度
の

削
減
目
標
を
２
０
１
３
年
度
比
で
26
・
０
％
減
と

設
定
・
提
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
に
沿
っ
た
形

で
、２
０
１
６
年
５
月
に
「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
私
ど
も
の

共
有
船
舶
建
造
業
務
が
対
象
と
す
る
内
航
海
運
に

つ
い
て
は
、
２
０
１
３
年
度
の
排
出
量
１
０
６
９
万

ト
ン
を
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
１
５
７
万
ト
ン
削

減
（
15
％
減
）
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

数
字
は
、
船
舶
の
ハ
ー
ド
の
性
能
に
よ
っ
て
排
出
削

減
を
達
成
す
る
場
合
を
想
定
し
、
毎
年
１
０
０
隻

建
造
さ
れ
る
新
造
内
航
船
の
う
ち
の
70
％
（
70
隻
）

を
２
０
３
０
年
度
ま
で
の
17
年
間
に
わ
た
っ
て
排
出

量
16
％
削
減
船
に
し
て
い
く
と
し
て
計
算
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

他
方
、
国
際
海
運
に
つ
い
て
は
、
船
主
、
運
航
者
、

荷
送
人
、
荷
受
人
等
の
国
籍
が
一
国
に
と
ど
ま
ら
な

い
た
め
国
単
位
の
削
減
に
な
じ
ま
な
い
分
野
と
し
て

マ
ル
チ
の
場
で
あ
る
国
際
海
事
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
に

お
い
て
抑
制
お
よ
び
削
減
対
策
が
検
討
さ
れ
て
き

ま
し
た
。「
パ
リ
協
定
」
の
採
択
を
受
け
て
そ
の
検

討
に
拍
車
が
か
か
り
、
２
０
１
８
年
４
月
、
他
の
セ

ク
タ
ー
に
先
駆
け
て
、
今
世
紀
中
に
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
を
ゼ
ロ
に
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
至
る
行
程
と

し
て
、２
０
３
０
年
ま
で
に
燃
費
効
率
を
40
％
改
善
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
は
燃
費
効
率
を
70
％
改
善
し

総
排
出
量
を
50
％
削
減
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
決
定
は
、
削
減
の
具
体
的
な
手
法
は
技
術

の
進
歩
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
が
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
逃
れ
ら
れ
な
い
必
須
の
も
の
と
い
う
覚
悟
に
基

づ
く
も
の
で
す
。
燃
費
効
率
40
％
改
善
ま
で
は
既

存
の
技
術
で
対
応
で
き
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
は
革
新
的
な
技
術
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
水
素
な
ど
へ
の
燃
料
転
換
の
み
な
ら
ず
、
二
酸

化
炭
素
回
収
貯
蔵
装
置
（
い
わ
ゆ
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
を
船

上
に
設
置
す
る
船
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

内
航
海
運
に
つ
い
て
も
、「
パ
リ
協
定
」
の
目
標

に
よ
れ
ば
、
今
世
紀
中
に
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
既
に
欧
州
に
お
い

て
は
、
外
航
に
比
べ
航
続
距
離
が
短
い
の
で
各
種
シ

ス
テ
ム
が
小
さ
く
て
済
む
こ
と
に
加
え
、
ト
ラ
ブ
ル

発
生
時
に
も
陸
側
か
ら
の
救
援
が
容
易
な
こ
と
や
、

法
制
面
も
国
内
規
則
の
改
正
に
よ
り
対
応
で
き
る

こ
と
か
ら
、
外
航
に
先
行
し
て
内
航
船
に
革
新
的

な
技
術
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
我
が
国
に
お
い
て
も

長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
欧
州
の
よ
う
に
内
航
船

の
技
術
革
新
に
挑
戦
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
鉄
道
・
運
輸
機
構
は
、
そ
の
た
め
に
中
心
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地球温暖化防止への取組み
 前 理事 　岩 本　泉

巻頭言
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表紙の写真：第十五雄豊丸
　本年3月に竣工した鉄道・運
輸機構と（有）明栄汽船、田渕海
運（株）との共有貨物船。平成
30年度に創設した「労働環境
改善船」として建造され、船員
の居住区改善のために、居住区
の騒音や振動を抑え、各部屋に
独立した空調機能や船内LAN・
Wi-Fi を備えたほか、航海情報
集約表示装置等の設置や、燃料
をA重油とすること等により、
船内の労働負担軽減を図ってい
る。

福井鉄道建設所

「フェリーきたきゅうしゅうⅡ」
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出港準備中の
「フェリーきたきゅうしゅうⅡ」

積み込み順番待ちのトラック

共有船舶建造支援部

 西日本の交通大動脈の一翼を担う海のブルートレイン
「フェリーきたきゅうしゅうⅡ」  

瀬
戸
内
海
は
日
頃
よ
り
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
船
が
行
き
交
い
、

船
舶
銀
座
と
で
も
い
う
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
。

そ
の
中
で
も
花
形
な
の
が
、

瀬
戸
内
海
を
横
断
し
関
西
と
九
州
を
結
ぶ
大
型
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
で
あ
る
。

今
回
、
そ
ん
な
フ
ェ
リ
ー
の
ひ
と
つ
、
大
阪
南
港
〜
新
門
司
港
航
路
に
て
運
航
さ
れ
る

㈱
名
門
大
洋
フ
ェ
リ
ー
と
鉄
道
・
運
輸
機
構
と
の
共
有
船

「
フ
ェ
リ
ー
き
た
き
ゅ
う
し
ゅ
う
Ⅱ
」
に
乗
船
し
た
。

次
々
と
乗
り
込
む
車
両
の
列

　

大
阪
南
港
〜
新
門
司
港
航
路
は
１
９
７

３
年
、
前
身
で
あ
る
名
門
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
㈱

の
時
代
に
開
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
１
９
８

４
年
に
現
在
の
㈱
名
門
大
洋
フ
ェ
リ
ー
が
発

足
し
て
か
ら
は
、
4
隻
の
船
団
に
よ
る
1
日

2
便
体
制
で
の
運
航
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

愛
称
の
「
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の
名
の
と

お
り
、
大
阪
、
北
九
州
の
都
市
圏
間
を
直
結

す
る
こ
の
航
路
は
、開
設
以
来
多
数
の
旅
客
、

貨
物
の
輸
送
に
従
事
し
、
西
日
本
の
交
通
大

動
脈
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
。
一
方
そ
の
裏

で
は
、
並
行
す
る
道
路
や
鉄
道
、
航
空
機
な

ど
と
は
熾
烈
な
競
合
関
係
に
あ
り
、
サ
ー
ビ

ス
水
準
の
向
上
に
も
余
念
が
な
い
。

　

大
阪
（
梅
田
）
駅
か
ら
約
40
分
、
大
阪

市
の
湾
岸
部
を
走
る
南
港
ポ
ー
ト
タ
ウ
ン
線

（
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ム
）、「
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
」
と
い
う
分
か
り
や
す
い
名
前
の
駅
で
降

り
る
。
改
札
口
か
ら
直
結
す
る
連
絡
橋
を

ま
っ
す
ぐ
に
進
め
ば
、
大
阪
南
港
フ
ェ
リ
ー

タ
ー
ミ
ナ
ル
だ
。
こ
こ
か
ら
名
門
大
洋
フ
ェ

鉄道・運輸機構だよりNo.63  2019 Autumn鉄道・運輸機構だよりNo.63  2019 Autumn 444

積み込み順番待ちのトラック

る
。

に
て
運
航
さ
れ
る

北九州
新門司港

大阪南港

福岡

門司港
レトロ

山口

広島

松山

高松

岡山
小豆島

淡路島

京都神戸

来島海峡大橋

明石海峡大橋
瀬戸大橋

特集
共有船乗船レポート

■大阪南港～新門司港航路
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リ
ー
の
2
隻
を
含
め
た
、
全
3
隻
の
大
型

フ
ェ
リ
ー
が
毎
日
出
航
し
て
い
る
。

　
「
フ
ェ
リ
ー
き
た
き
ゅ
う
し
ゅ
う
Ⅱ
」
は

２
０
１
５
年
に
竣
工
し
た
、
名
門
大
洋
フ
ェ

リ
ー
の
最
新
鋭
船
。
姉
妹
船
の
「
フ
ェ
リ
ー

お
お
さ
か
Ⅱ
」
と
と
も
に
、
出
発
が
遅
い
方
、

第
2
便
を
中
心
に
運
航
さ
れ
て
い
る
。

　

取
材
に
備
え
た
早
い
到
着
で
あ
っ
た
の

で
、
乗
船
予
定
の
第
2
便
は
ま
だ
受
け
付
け

も
始
ま
っ
て
い
な
い
。
第
1
便
は
出
航
し
た

直
後
で
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
の
人
影
も
ま
ば
ら

で
あ
る
。
し
か
し
外
に
目
を
向
け
る
と
、
船

首
ラ
ン
プ
ド
ア
を
開
け
た
「
フ
ェ
リ
ー
き
た

き
ゅ
う
し
ゅ
う
Ⅱ
」
に
次
々
と
貨
物
ト
ラ
ッ

ク
が
乗
り
込
ん
で
い
く
様
子
が
見
え
た
。
最

大
搭
載
能
力
に
し
て
ト
ラ
ッ
ク
１
４
６
台
、

乗
用
車
１
０
５
台
、
合
わ
せ
て
２
５
０
台
超

の
積
み
込
み
に
は
時
間
が
か
か
る
。
旅
客
の

乗
船
手
続
き
が
始
ま
る
ず
っ
と
前
か
ら
作
業

は
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

高
効
率
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

推
進
シ
ス
テ
ム
を
採
用

　

事
務
所
で
の
取
材
の
後
、
旅
客
の
乗
船

前
に
船
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
く
。

　

客
室
区
画
は
6
〜
8
階
の
3
階
分
だ
。
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
あ
る
6
階
に
は
、
展

望
レ
ス
ト
ラ
ン
や
売
店
、
展
望
浴
場
な
ど
パ

ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
が
集
ま
り
、
夕
方
や
朝

方
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
。
ひ
と
つ
上
の
7

機関室。足下の主機関、12PC2-6Bは 2基合わせて14,000kW
を生み出すハイパワーエンジンだ

機関監視室

エントランスホール
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機関室。足下の主機関、12PC2-6Bは 2基合わせて14,000kW
を生み出すハイパワーエンジンだ

機関監視室

階
は
客
室
が
中
心
で
、
長
い
通
路
の
左
右
に

多
様
な
部
屋
が
並
ん
で
い
る
。洋
室
や
和
室
、

1
人
用
か
ら
4
人
用
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
に
合
う
個
室
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
相
部
屋
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
半
個
室

状
に
な
っ
た
2
段
ベ
ッ
ド
仕
様
と
な
っ
て
お

り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

後
方
に
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
展
望
ラ
ウ
ン
ジ

と
、
そ
こ
か
ら
外
へ
出
れ
ば
広
々
と
し
た
屋

外
展
望
デ
ッ
キ
が
あ
る
。
8
階
は
最
上
階
に

ふ
さ
わ
し
く
、
最
上
級
の
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム

と
デ
ラ
ッ
ク
ス
ル
ー
ム
だ
け
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
な
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

　

5
階
よ
り
下
は
車
両
甲
板
と
な
っ
て
お

り
、
広
大
な
空
間
に
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
レ
ー

ラ
ー
が
並
ぶ
。
最
新
フ
ェ
リ
ー
ら
し
く
、
乗

用
車
ス
ペ
ー
ス
で
は
電
気
自
動
車
の
充
電
も

可
能
だ
。

　

通
用
口
か
ら
機
関
室
に
入
る
。「
フ
ェ
リ
ー

き
た
き
ゅ
う
し
ゅ
う
Ⅱ
」
は
2
基
の
主
機
関

に
よ
る
1
軸
推
進
器
と
、
電
動
の
ア
ジ
マ
ス

ポ
ッ
ド
2
基
を
組
み
合
わ
せ
た
、
高
効
率
な

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
推
進
シ
ス
テ
ム
を
採
用
。
さ

ら
に
、
船
底
に
空
気
の
泡
を
送
り
込
み
水
の

抵
抗
を
減
ら
す
、
空
気
潤
滑
シ
ス
テ
ム
Ｍ
Ａ

Ｌ
Ｓ
も
搭
載
し
、
一
層
の
燃
費
向
上
が
図
ら

れ
て
い
る
。
な
お
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
副
次
効
果
と

し
て
、
航
行
中
の
船
体
動
揺
も
抑
え
ら
れ
て

い
る
の
だ
と
い
う
。

　

最
上
階
前
方
に
位
置
す
る
ブ
リ
ッ
ジ
に

■  「フェリーきたきゅうしゅうⅡ」の主要目
全　　長／183ｍ
全　　幅／27ｍ
総トン数／14,920トン
航海速力／23.2ノット
旅客定員／713名
車両搭載能力／トラック146台・
                      乗用車105台
航　　路／大阪南港～新門司港
　　　  　（片道12時間40分）
旅客運賃／8,120円 
　　　　 （ツーリスト〈２等洋室〉）
　　　　　※季節・便により変動あり

特集 共有船乗船レポート 　　　　　　 西日本の交通大動脈の一翼を担う海のブルートレイン「フェリーきたきゅうしゅうⅡ」  

車両甲板
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スイートA客室

上級個室はホテル顔負けの
バストイレ付

スイートB客室

は
航
海
機
器
が
並
ぶ
。
こ
こ
で
は
船
長
に
話

を
う
か
が
っ
た
。「
船
長
以
下
、
乗
組
員
は

4
隻
の
船
を
2
年
以
内
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

（
転
船
）
し
て
い
る
。
船
員
は
九
州
の
出
身

者
が
多
く
、
若
手
不
足
に
悩
み
が
ち
な
内
航

業
界
に
あ
る
中
で
30
代
の
若
者
も
多
い
。
3

往
復
の
航
海
ご
と
に
休
日
と
な
る
、
陸
上
の

仕
事
に
近
い
勤
務
体
系
が
好
ま
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。
瀬
戸
内
航
路
は
狭
水
道
が
多
く
、
な

お
か
つ
船
舶
が
輻ふ
く

輳そ
う
し
て
お
り
、
そ
の
中
で

ダ
イ
ヤ
ど
お
り
の
運
航
を
守
る
の
は
苦
労
す

る
」
と
い
う
。
航
海
速
力
が
20
ノ
ッ
ト
を
超

え
る
フ
ェ
リ
ー
で
は
な
お
さ
ら
だ
。

橋
り
ょ
う
が
醸
し
出
す

幻
想
的
な
光
景

　

船
内
取
材
を
終
え
た
時
に
は
既
に
一
般
乗

船
が
始
ま
っ
て
お
り
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
老
若
男
女
多

様
な
顔
ぶ
れ
の
客
層
だ
が
、
中
で
も
学
生
の

姿
が
目
立
つ
。
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
時
に
は
修
学

旅
行
で
の
利
用
も
多
い
と
の
こ
と
で
、
今
回

の
便
で
も
4
つ
の
学
校
が
同
乗
し
て
い
た
。

　

自
室
に
荷
物
を
置
き
、
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン

に
て
ま
ず
は
腹
ご
し
ら
え
。
バ
イ
キ
ン
グ
形

式
の
夕
食
は
つ
い
つ
い
欲
張
り
過
ぎ
て
し
ま

う
。
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
ふ
と
窓
の

方
を
眺
め
る
と
、
岸
の
明
か
り
が
左
向
き
に

流
れ
て
い
る
。
船
は
い
つ
の
間
に
か
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
離
れ
、
新
門
司
へ
向
け
て
出
航
し
て

デラックス客室

ファーストA客室

ファースト J：広々とした空間の和室タイプ

ファーストB客室

エコノミー客室：昔ながらの相部屋仕様も、
グループ利用には勝手が良いキッズルーム

ツーリスト：半個室で、カーテンを閉めれ
ばプライベートな空間を確保できる

ファースト S：シングル仕様の完全個室

展望レストラン

夕食（上）と朝食（下）

売店には旅の土
産から今夜の肴
まで揃う

24 時間営業の自
販機コーナーは、
夜更しの頼れる相
棒だ
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3 連の長大な橋梁からなる来島海峡大橋は、見応え
がある

い
た
の
だ
。
大
き
く
安
定
し
た
船
体
と
瀬
戸

内
海
の
穏
や
か
な
海
象
が
相
ま
っ
て
、
船
の

揺
れ
を
ほ
と
ん
ど
感
じ
さ
せ
な
い
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
右
手
に
神
戸
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
現
れ
る
。
六
甲
山
か
ら
見

下
ろ
し
た
「
１
０
０
０
万
ド
ル
の
夜
景
」
は

有
名
だ
が
、
海
側
か
ら
眺
め
る
機
会
は
な
か

な
か
な
い
。
前
方
に
は
虹
色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
明
石
海
峡
大
橋
が
見
え
て
き
た
。

　

瀬
戸
内
海
に
は
現
在
、
本
州
と
四
国
を

結
ぶ
3
つ
の
橋
が
架
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

ら
は
ま
と
め
て
本
州
四
国
連
絡
橋
と
呼
ば
れ

る
。
そ
の
う
ち
最
も
東
側
、
兵
庫
県
の
神
戸

市
と
淡
路
島
に
挟
ま
れ
た
明
石
海
峡
に
架
か

る
の
が
、
明
石
海
峡
大
橋
だ
。
単
体
の
吊
橋

と
し
て
は
世
界
最
長
で
、
ケ
ー
ブ
ル
を
支
え

る
2
本
の
主
塔
は
高
さ
３
０
０
m
に
迫
る
巨

大
さ
だ
。
乗
船
時
は
生
憎
の
曇
り
空
で
あ
っ

た
が
、
7
色
の
ケ
ー
ブ
ル
ラ
イ
ト
が
海
面
へ
、

主
塔
の
灯
り
は
雲
へ
と
映
し
出
さ
れ
、か
え
っ

て
幻
想
的
な
光
景
を
醸
し
出
し
て
い
た
。

安
眠
を
妨
げ
な
い
細
心
の
操
船

　

深
夜
0
時
を
過
ぎ
た
頃
、
瀬
戸
大
橋
を

通
過
。
坂
出
の
工
場
地
帯
の
灯
火
を
背
に
、

吊
橋
の
姿
が
宵
闇
に
浮
か
び
上
が
る
。
後
で

調
べ
た
と
こ
ろ
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
日
は
限

ら
れ
て
い
る
ら
し
い
。
岡
山
県
倉
敷
市
と
香

川
県
坂
出
市
を
結
ぶ
瀬
戸
大
橋
は
、
本
州

四
国
連
絡
橋
の
中
で
は
最
初
に
開
通
し
、
ま

た
3
本
の
中
で
は
唯
一
、
道
路
と
鉄
道
を
併

設
す
る
橋
だ
。
通
過
時
も
四
国
側
へ
向
か
う

列
車
の
灯
り
が
見
え
隠
れ
し
て
い
た
。
そ
の

ま
ま
夜
風
を
浴
び
て
い
る
と
、
少
し
遠
く
に

す
れ
違
う
船
が
見
え
た
。
煙フ
ァ
ン
ネ
ル突に
名
門
大
洋

フ
ェ
リ
ー
の
特
徴
的
な
「
Ｍ
Ｔ
マ
ー
ク
」
が

照
ら
し
出
さ
れ
て
い
る
。
新
門
司
側
か
ら
大

阪
へ
向
か
う
船
、お
そ
ら
く
第
1
便
の
「
フ
ェ

リ
ー
き
ょ
う
と
Ⅱ
」
だ
ろ
う
か
。

　

午
前
2
時
半
、船
内
が
寝
静
ま
る
中
、ひ
っ

そ
り
と
外
に
出
る
。
最
後
の
連
絡
橋
、
し
ま

な
み
海
道
の
通
過
時
間
だ
。
し
ま
な
み
海
道

は
広
島
県
尾
道
市
と
愛
媛
県
今
治
市
の
間
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
島
々
を
飛
び
石
の
よ
う
に

渡
っ
て
い
く
、
多
島
海
た
る
瀬
戸
内
海
ら
し

い
連
絡
橋
で
あ
る
。連
な
る
橋
々
の
最
南
端
、

大
島
と
の
間
に
架
か
る
来
島
海
峡
大
橋
の

下
を
本
船
は
通
過
す
る
。

　

来
島
海
峡
は
古
く
よ
り
「
一
に
来
島
、
二

に
鳴
門
、
三
と
下
っ
て
馬
関
（
関
門
）
瀬
戸
」

と
謳
わ
れ
、
海
上
の
難
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。

大
島
と
四
国
側
の
高
縄
半
島
が
障
害
物
と
な

る
た
め
、
船
は
90
度
近
い
Ｓ
字
カ
ー
ブ
を
描

く
航
行
を
強
い
ら
れ
る
。
海
峡
内
に
は
進
路

を
塞
ぐ
よ
う
に
島
々
が
連
な
り
、
さ
ら
に
10

ノ
ッ
ト
に
達
す
る
急
潮
が
行
く
手
を
阻
む
。

　

大
島
南
端
、
そ
れ
ま
で
南
西
へ
進
ん
で
い

た
船
が
北
西
へ
と
大
き
く
舵
を
切
る
。
世
界

が
ぐ
る
り
と
回
転
し
、
島
影
の
奥
か
ら
徐
々

に
来
島
海
峡
大
橋
の
姿
が
現
れ
る
。し
か
し
、

夜も眠らぬ坂出の工業地帯が、瀬戸大橋を照らし出
す

明石海峡大橋のライトアップは、31種類のパターン
が時間とともに移り変わる

特集 共有船乗船レポート 　　　　　　 西日本の交通大動脈の一翼を担う海のブルートレイン「フェリーきたきゅうしゅうⅡ」  

ブリッジ

山下船長
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ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
光
景
の
割
に
は
揺
れ
を
感

じ
な
い
。
ど
ん
な
に
困
難
な
航
路
で
あ
ろ
う

と
今
は
真
夜
中
、
お
客
様
の
安
眠
を
妨
げ

な
い
よ
う
、
細
心
の
操
船
を
し
て
い
る
の
だ
。

動
揺
低
減
装
置
の
働
き
と
と
も
に
、
船
長
以

下
乗
組
員
の
確
か
な
腕
と
心
遣
い
が
う
か
が

え
た
。

船
舶
業
務
の
重
要
性
を
再
認
識

　

小
腹
が
空
い
た
の
で
、
自
販
機
コ
ー
ナ
ー

で
買
っ
た
カ
ッ
プ
麺
を
展
望
デ
ッ
キ
で
い
た

だ
く
。
海
に
限
ら
ず
、
自
然
の
中
で
食
べ
る

カ
ッ
プ
麺
は
一
段
と
お
い
し
い
も
の
だ
。
空

を
覆
っ
て
い
た
雲
も
い
つ
の
間
に
か
途
切
れ

途
切
れ
と
な
っ
て
お
り
、
雲
間
に
は
星
々
が

煌き
ら
め
い
て
い
る
。
人
工
光
が
少
な
い
海
の
上

で
は
、
晴
天
の
夜
で
あ
れ
ば
満
面
の
星
空
を

堪
能
で
き
た
は
ず
だ
。

　

午
前
5
時
、彼か
は
た
れ
ど
き

誰
時
に
デ
ッ
キ
へ
出
る
と
、

大阪南港支店で中山課長（写真中央）
に話をうかがった

Ｑ．旅客利用の多い時期は――
　ＧＷや盆正月のほか、春や秋の行楽
シーズンが盛況。大阪南港はUSJへのア
クセスが良く、また神戸や京都にも程近
いため、団体ツアーや修学旅行でのご利
用も多い。北九州新門司港からは門司や
小倉、下関への観光のほか、高速バスな
どに乗り継いで九州各地へ向かう方も。

Ｑ．客室の評判や特徴は――
　さまざなタイプの客室を設けている
が、ファミリー層からは個室の人気が高
く、予約も早く埋まりやすい。特に子連
れファミリーの場合、布団敷きで室内が
広く使える和室の評判が良い。スイート、
デラックスは他の部屋より上の階層にあ
り、静かにご利用いただける点が好評。
近年は女性をターゲットに、女性専用区
画やパウダールームなども設けている。

Ｑ．貨物利用について――
　九州からは食品や飲料、大阪からは建
材などが主な荷物となる。昨今はドライ
バー不足や働き方改革の影響もあり、ド
ライバーの負担が少ない長距離フェリー
が再評価されている。九州～関東のト
ラックであっても、大阪までフェリーで
ご利用いただく場合が多くある。

Ｑ．その他、最近の動向は――
　最近はインターネットの普及で、Web
経由で予約いただく割合が増えている。
従来の自社 HP からの予約に加えて、
Booking.comとの提携も始めており、
また船内もWi-Fi 環境を完備している。
競合する交通機関は多いが、フェリーなら
ではの居住性の高さや、夕方発翌朝着の
観光に便利なダイヤは強み。今後もお客
様第一のサービスを提供していきたい。

船
は
瀬
戸
内
海
の
西
端
、
周
防
灘
へ
と
抜
け

て
い
た
。
暁
の
水
平
線
が
い
よ
い
よ
朱
み
を

増
し
、
や
が
て
山
並
み
の
向
こ
う
か
ら
朝
日

が
顔
を
出
し
た
。
朝
焼
け
が
目
に
染
み
わ
た

る
、
ぜ
い
た
く
な
ひ
と
時
だ
。

　

窓
際
の
席
で
バ
イ
キ
ン
グ
の
朝
食
を
と
っ

て
い
る
と
、
岸
の
町
並
み
が
ど
ん
ど
ん
と
近

づ
い
て
く
る
。
約
12
時
間
半
の
船
旅
も
終
わ

り
、
目
的
地
の
北
九
州
新
門
司
港
も
も
う

す
ぐ
で
あ
る
。

　

北
九
州
新
門
司
港
は
福
岡
県
の
北
九
州

市
に
位
置
し
、
北
九
州
を
終
点
と
す
る
各

フ
ェ
リ
ー
や
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
が
発
着
す
る
。
近

隣
に
は
九
州
自
動
車
道
の
Ｉ
Ｃ
や
北
九
州

空
港
が
あ
り
、
陸
・
海
・
空
の
交
通
が
集
ま

る
一
大
物
流
拠
点
で
あ
る
。
観
光
客
に
と
っ

て
は
公
共
交
通
機
関
が
少
な
い
の
が
難
点
だ

が
、
フ
ェ
リ
ー
の
旅
客
は
下
船
後
、
無
料
送

迎
バ
ス
で
門
司
や
小
倉
へ
行
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
心
配
は
無
用
だ
。

　

鉄
道
・
運
輸
機
構
で
船
舶
業
務
に
携
わ
っ

て
い
な
が
ら
、
な
か
な
か
ゆ
っ
た
り
と
し
た

船
旅
を
楽
し
む
機
会
は
な
く
、
今
回
の
取
材

で
は
貴
重
な
非
日
常
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
い
わ
ず
も
が
な
だ
が
、
船
は
心
を
沸
き
立

た
せ
る
旅
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
国
の
物

流
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
輸
送
機
関
で

あ
り
、
か
つ
昨
年
発
生
し
た
西
日
本
豪
雨
の

よ
う
な
災
害
時
に
は
、
寸
断
さ
れ
た
高
速
道

路
、
鉄
道
に
代
わ
っ
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
担

う
優
れ
も
の
で
あ
る
。今
回
の
船
旅
で
鉄
道・

運
輸
機
構
の
船
舶
業
務
そ
し
て
内
航
海
運

の
重
要
度
を
再
認
識
し
た
。

　

最
後
に
、
出
航
前
の
多
忙
を
極
め
た
時

間
を
割
い
て
ご
案
内
い
た
だ
い
た
名
門
大
洋

フ
ェ
リ
ー
大
阪
南
港
支
店
の
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

ゆったりとした時間を過ごすのは、
船旅の醍醐味だ

船上から望む日の出

エントランスのにぎわい

Interview



九州の最北端に位置する門司港は、本州からの玄関口・
九州各地への交通の起点として古くより発展を遂げ、また
近代以降は大陸との国際貿易港としても大きく栄えた。今
日では物流の中心地はより整備の進んだ他地域へ分散して
いるが、現在でも港湾関係の出先機関が集中するほか、当

時の華やかさを色濃く残す街
並み一帯が美観地区「門司港
レトロ」として整備され、歴
史とロマンを求める国内外の
観光客を惹きつけてやまない。
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門司港駅 
関門トンネル開通以前、九州の玄関口として旅行者を迎えたのがこの門
司港駅。1914 年に建築された現在の駅舎はネオ・ルネサンス様式の荘厳
な佇まいで、上階には貴賓室も設けられていた。重要文化財に指定されて
いる駅舎は今年、６年をかけて行われた保存復原工事を終えリニューアル
オープン。外観、内装ともに大正初期の姿が令和の時代に甦った。

門司港とバナナの叩き売り
　かつて門司港はバナナの中継港であった。輸送の途中で
傷んでしまい、目的地まで持たないであろう「訳ありバナ
ナ」を少しでも売り捌こうと、門司の駅前はバナナの叩き
売り師でひしめき合ったという。巧みな話術と「バナちゃ
ん節」を駆使して売り捌くその姿は見世物としても人気が
沸き、いつしか門司港の名物となっていった。

焼きカレー
　門司港の名物料理。カレーにチー
ズや玉子を載せてグラタン風に焼き
上げる。提供する店は門司港周辺だ
けでも10軒を超え、野菜や海鮮など
のトッピングも多種多様。自分好み
の一品を探してみるのも楽しい。

    バナナマン／
    バナナマンブラック
　バナナの叩き売りがモチーフの
ご当地キャラ。その特徴的すぎる
風貌は一度見たら忘れられない。

　 旧門司三井倶楽部
　三井物産の社交倶楽部として1921年に建築。アール・デコ調の大
正モダンな佇まいで、内部にはかつてアインシュタインが宿泊した部
屋もある。元々は山あいの地区にあったが、現在は門司港駅前に移築
され、門司港レトロの一角を成している。

九州鉄道記念館
　JR九州の鉄道博物館。往年のSLをはじめ数多くの貴重な車両や資料が
保存されている。記念館のすぐ隣は門司港駅の線路で、現役の列車も停ま
る。展示車両の座席に腰掛けて外を眺めれば、気分は本物の列車旅。
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鉄道・運輸機構の取組み

　年度評価は、５段階評価（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）による「項目別評定」と記述および項目別評定に
基づく「総合評定」（５段階評価）から構成されています。
　なお、５段階評価の判断基準は、中期計画における所期の目標の達成状況に応じて、おおむね以
下のとおりとなっています。

評価の
方法

評価の
結果 平成 30年度業務実績評価の「総合評定」および「項目別評定」の結果は、  以下のとおりです。

平成 30年度の業務実績評価について
企画部企画課

　独立行政法人通則法の規定に基づき、機構は、令和元年 6月末に「平成 30年度業務実績等報告書」を国
土交通大臣へ提出し、国土交通省における業務実績評価の検討を経て、この度「平成 30年度業務実績評価」
の通知を受けました。
　平成 30年度評価では、「項目別評価」において「鉄道建設業務に関する技術力を活用した受託業務等の支
援」「船舶共有建造業務を通じた政策評価のより高い船舶の建造推進」「資金調達」がＡ評定を受けましたので、
ご紹介致します。

■平成 30年度業務実績評価

総合評定
項目別評定

Ａ評定 Ｂ評定

Ｂ：中期目標における所期の目標を達成していると認められる。

３項目 29項目
評定理由

 …………………………………………………………………………………………………………………
　項目別評定は業務の一部がＡであるものの、全体評定を引き上げる
までは至ってなく、また全体の評定を引き下げる事象もなかったため、
国土交通省等の評価基準に基づきＢとした。

■５段階評価の判断基準

S A B C D
法人の活動により、
中期計画における所
期の目標を量的およ
び質的に上回る顕著
な成果が得られてい
ると認められる（定
量的指標においては
対中期計画値（また
は対年度計画値）の
120％以上で、かつ
質的に顕著な成果が
得られていると認め
られる場合）。 

法人の活動により、
中期計画における所
期の目標を上回る
成果が得られてい
ると認められる（定
量的指標において
は対中期計画値（ま
たは対年度計画値）
の120％以上とす
る）。

中期計画における所
期の目標を達成し
ていると認められる
（定量的指標にお
いては対中期計画
値（または対年度計
画値）の100％以上
120％未満）。

中期計画における所
期の目標を下回って
おり、改善を要する
（定量的指標にお
いては対中期計画
値（または対年度計
画値）の80％以上
100％未満）。

中期計画における所
期の目標を下回って
おり、業務の廃止を
含めた抜本的な改善
を求める（定量的指
標においては対中期
計画値（または対年
度計画値）の80％未
満、または主務大臣
が業務運営の改善そ
の他の必要な措置を
講ずることを命ずる
必要があると認めた
場合）。
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●
受
託
業
務

　

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
高
架
化
工
事
は
、
狭き
ょ
う
あ
い隘で
営
業

線
に
近
接
し
た
市
街
地
で
の
厳
し
い
施
工
条
件
で
あ

り
、
さ
ら
に
、
事
業
途
中
で
北
陸
新
幹
線
の
完
成
時

期
の
３
年
前
倒
し
に
伴
い
工
事
期
間
を
５
カ
月
短
縮

す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
機
構
が
有
す
る

技
術
力
を
駆
使
し
、
工
程
短
縮
と
適
切
な
工
程
管
理

えちぜん鉄道福井駅（左が北陸新幹線）

に
努
め
、
協
定
に
基
づ
い
た
工
期
内
で
、
か
つ
、
新

幹
線
工
事
に
影
響
を
与
え
ず
無
事
に
完
了
さ
せ
た
。

ま
た
、
事
業
費
に
つ
い
て
も
、
約
７
億
円
の
コ
ス
ト

縮
減
を
図
り
、
鉄
道
工
事
受
託
審
議
委
員
会
で
検
証

さ
れ
た
。

　

中
央
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
協
定
に
基
づ
き
工
事

を
完
成
さ
せ
る
た
め
、
適
切
な
事
業
費
と
工
程
の
管

理
に
努
め
、
関
係
者
と
連
携
・
調
整
を
図
り
な
が
ら

工
事
の
着
実
な
推
進
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
鉄
道

計
画
に
関
す
る
調
査
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

●
鉄
道
分
野
の
技
術
力
を
活
用
し
た
支
援

　

鉄
道
事
業
者
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
要
請
を
踏

ま
え
、「
鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
制
度
」（
注
）
を
通
じ
、

鉄
道
施
設
の
保
全
・
改
修
等
に
係
る
資
料
提
供
、
ア

ド
バ
イ
ス
等
の
技
術
支
援
を
行
っ
た
。
ま
た
、
鉄
道

事
業
者
か
ら
の
要
請
に
応
じ
、
鉄
道
助
成
に
関
す
る

資
料
を
提
供
し
た
。

　

加
え
て
、
上
記
技
術
支
援
等
に
つ
い
て
、
当
該
鉄

道
事
業
者
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査（
５
段
階
評
価
）で
平
均
４・２
の
評
価
を
得
た
。

　

さ
ら
に
、
機
構
が
主
催
す
る
「
地
方
鉄
道
支
援
に

関
す
る
情
報
交
換
会
」
お
よ
び
鉄
道
協
会
等
が
主
催

す
る
各
種
会
議
に
お
い
て
、
支
援
業
務
の
取
組
状
況

な
ど
の
情
報
交
換
や
機
構
の
技
術
的
支
援
の
情
報
発

信
を
実
施
し
、
鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
制
度
の
一
層

の
利
用
促
進
を
図
っ
た
。

（
注
）「
鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
制
度
」
と
は
、
鉄
道
事
業
者
、
地
方
公

共
団
体
等
の
要
請
に
応
じ
て
、
機
構
が
有
す
る
、
鉄
道
の
計
画
か

ら
建
設
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
豊
富
な
経
験
に
基
づ
く
総
合
技
術

力
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
技
術
支
援
活
動
の
制
度
で
あ
る
。

　

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
連
続
立
体
交
差
事
業
に
伴
う
高
架

化
工
事
に
か
か
る
受
託
事
業
に
つ
い
て
は
、
受
託
当
初

の
計
画
で
は
平
成
25
年
10
月
か
ら
平
成
31
年
２
月
ま
で

の
65
カ
月
で
実
施
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
平

成
27
年
１
月
の
政
府
与
党
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
北
陸

新
幹
線
（
金
沢
・
敦
賀
間
）
の
完
成
時
期
が
３
年
前
倒

し
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
土
木
工
事
の
工
程
を
５
カ
月

短
縮
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
き
め
細
や
か
な
工
程
管

理
を
行
い
、
工
期
の
短
縮
を
図
る
な
ど
、
機
構
の
有
す

る
総
合
的
技
術
力
な
ど
を
十
分
に
駆
使
す
る
こ
と
で
、

予
定
ど
お
り
５
カ
月
短
縮
し
て
事
業
を
完
了
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

こ
の
結
果
、
北
陸
新
幹
線
の
工
程
に
影
響
を
与
え
ず
、

ま
た
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
２
０
１
８
の
開
催
前
で
あ

る
平
成
30
年
６
月
に
供
用
を
開
始
で
き
た
た
め
、
踏
切
で

ピ
ー
ク
時
に
最
大
３
２
０
ｍ
あ
っ
た
渋
滞
が
解
消
さ
れ
、

街
の
一
体
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
は
高
く
評
価
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
鉄
道
工
事
受
託
審
議
委
員
会
に
お
い
て
コ

ス
ト
縮
減
の
状
況
に
つ
い
て
検
証
し
た
結
果
、
機
構
の

技
術
、
知
識
お
よ
び
経
験
を
活
用
し
、
技
術
者
や
建
設

資
材
の
需
要
逼
迫
が
顕
著
と
な
り
、
建
設
工
事
費
が
高

騰
し
た
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
に
工
事
を
施

工
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
７
億
円
の
コ
ス
ト
縮
減
効
果
が

得
ら
れ
た
こ
と
も
、
機
構
の
対
応
力
の
高
さ
を
示
す
結

果
と
な
っ
て
お
り
、
高
い
評
価
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

鉄
道
分
野
の
技
術
力
を
活
用
し
た
支
援
に
つ
い
て
は
、

鉄
道
事
業
者
等
か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
、「
鉄
道
ホ
ー
ム

鉄
道
建
設
等
業
務

A
評定

鉄
道
建
設
業
務
に
関
す
る

技
術
力
を
活
用
し
た

受
託
業
務
等
の
支
援

評

定

理

由
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ド
ク
タ
ー
制
度
」
を
通
じ
、
鉄
道
施
設
の
補
修
等
に
関

わ
る
資
料
提
供
、
ア
ド
バ
イ
ス
等
の
技
術
的
な
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
鉄
道
助
成
等
に
関
す
る
情
報
お
よ
び

資
料
を
提
供
す
る
な
ど
、
合
計
10
件
の
支
援
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
機
構
の
技
術
支
援
等
に
つ
い
て
、
地
域
鉄

道
事
業
者
等
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
５
段
階
評

価
）
を
実
施
し
た
結
果
、
支
援
の
件
数
は
昨
年
度
に
比

べ
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
平
均
４
・
２
の
評
価
を
得
た

こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
確
実
に
対
応
し
、
適

切
な
技
術
支
援
を
実
施
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
大
い
に
評
価
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
機
構
が
主
催
す
る
「
地
方
鉄
道
支
援
に
関

す
る
情
報
交
換
会
」
お
よ
び
鉄
道
協
会
等
が
主
催
す
る

各
種
会
議
（
合
計
13
件
）
に
お
い
て
、
支
援
事
業
の
取

組
み
状
況
等
の
情
報
交
換
や
機
構
の
技
術
的
支
援
の
情

報
発
信
を
行
い
、
鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
制
度
の
一
層
の

利
用
促
進
を
図
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
受
託
工
事
に
つ
い
て
は
難
易
度

を
「
高
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
に
つ

さんふらわあ さつま

フェリーニューあわしま

鉱翔丸

孝凰丸

い
て
厳
し
い
制
約
の
中
で
工
期
短
縮
や
コ
ス
ト
削
減
を

図
っ
た
う
え
で
、
事
業
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
、
ま
た
鉄

道
分
野
の
技
術
力
を
活
用
し
た
支
援
（
鉄
道
ホ
ー
ム
ド

ク
タ
ー
制
度
）
で
は
、
地
域
鉄
道
事
業
者
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
が
、
定
量
的
目
標
で
あ
る
３
・
０
を
大
き

く
上
回
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
事
業
者
に
対
す
る
技
術
支

援
等
を
適
切
か
つ
き
め
細
や
か
に
実
施
し
て
い
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
鑑
み
て
も
、
中

期
目
標
に
お
け
る
所
期
の
目
標
を
上
回
る
成
果
が
得
ら

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
評
定
と
し
た
。

　

内
航
海
運
の
船
員
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
船
員

の
労
働
負
担
を
軽
減
し
居
住
性
を
改
善
し
た
措
置
が

施
さ
れ
た
船
舶
を
「
労
働
環
境
改
善
船
」
と
し
て
新

た
に
創
設
す
る
等
さ
ら
な
る
国
内
海
運
政
策
の
実
現

に
寄
与
す
る
船
舶
の
推
進
に
努
め
、
こ
れ
ら
の
効
果
、

利
点
を
わ
か
り
や
す
く
適
切
に
周
知
す
る
た
め
全
国

７
カ
所
で
「
共
有
建
造
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
お
よ
び
全

国
５
カ
所
で
「
内
航
船
舶
技
術
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
30
年
度
に
建
造
決
定
し
た
船
舶

は
29
隻
で
、
平
成
29
年
度
実
績
の
20
隻
か
ら
９
隻
増

加
し
た
た
め
、
よ
り
高
い
政
策
効
果
を
実
現
す
る
船

舶
の
延
べ
建
造
隻
数
は
、
平
成
30
年
度
計
画
の
20
隻

に
対
し
て
46
隻
と
大
幅
に
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

年
度
計
画
に
お
け
る
「
船
舶
共
有
建
造
業
務
を
通
じ

た
政
策
効
果
の
よ
り
高
い
船
舶
の
建
造
促
進
」
に
お
い

て
定
め
ら
れ
て
い
る
具
体
的
な
数
値
目
標
は
「
よ
り
高

い
政
策
効
果
を
実
現
す
る
船
舶
の
延
べ
建
造
隻
数
が
20

隻
以
上
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
、
業
務
実
績
は
46
隻
と
な
っ
た
。

A
評定

船
舶
共
有
建
造
業
務
を
通
じ
た

政
策
効
果
の

よ
り
高
い
船
舶
の
建
造
推
進

船
舶
共
有
建
造
等
業
務

評

定

理

由

最近竣工した共有船
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評

定

理

由

　

以
上
を
踏
ま
え
、
中
期
目
標
に
お
け
る
所
期
の
目
標

を
上
回
る
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
Ａ
評
定
と
し
た
。

　

資
金
計
画
の
策
定
、
資
金
の
一
元
管
理
を
通
じ
、

短
期
資
金
お
よ
び
長
期
資
金
を
併
用
し
た
柔
軟
か
つ

効
率
的
な
資
金
調
達
を
行
い
、
資
金
調
達
コ
ス
ト
の

低
減
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
投
資
家
層
の
拡
大
を
目
的
と
し
た
個
別
Ｉ

Ｒ
活
動
等
を
多
数
実
施
し
た
。

　

さ
ら
に
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に

よ
る
新
た
な
資
金
調
達
の
実
施
に
向
け
、
第
三
者
評

価
機
関
で
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ｖ 

Ｇ
Ｌ
社
か
ら
「
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」（
注
）
と
し
て
適
格
性
の
評

価
を
受
け
る
と
と
も
に
、
環
境
改
善
効
果
に
つ
い
て

は
、
Ｄ
Ｎ
Ｖ 

Ｇ
Ｌ
社
に
よ
る
評

価
に
加
え
、Ｃ
Ｂ
Ｉ
（C

lim
ate 

Bonds Initiative　

低
炭
素

経
済
に
向
け
た
大
規
模
投
資
を

促
進
す
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
か
ら

の
認
証
を
国
内
で
初
め
て
取
得

し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
３
月

に
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ロ
ー

ン
に
よ
る
借
り
入
れ
を
実
施
し
、

機
構
の
環
境
・
社
会
貢
献
面
へ

の
取
組
み
を
幅
広
く
訴
求
し
た
。

（
注
）「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」と
は
、調
達
資
金
の
使
途
が
、

①
環
境
改
善
効
果
が
あ
る
こ
と
（
グ
リ
ー
ン
性
）
お
よ
び
、
②
社

会
的
課
題
の
解
決
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
性
）

の
双
方
を
有
す
る
も
の
。

　

機
構
は
、
資
金
計
画
の
策
定
、
資
金
の
一
元
管
理
を
通

じ
、
資
金
調
達
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
と
と
も
に
、
投

資
家
層
の
拡
大
を
目
的
と
し
た
個
別
Ｉ
Ｒ
活
動
等
を
多

数
実
施
し
て
い
る
。

　

特
に
、
平
成
30
年
度
は
、
環
境
改
善
効
果
が
あ
る
こ

と
お
よ
び
社
会
的
課
題
の
解
決
に
資
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
の
双
方
を
有
す
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
に
よ
る
新
た
な
資
金
調
達
の
実
施
に
向
け
、
第
三

者
評
価
機
関
で
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ｖ 

Ｇ
Ｌ
社
か
ら
「
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
と
し
て
適
格
性
の
評
価
を

受
け
る
と
と
も
に
、
環
境
改
善
効
果
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｎ

Ｖ 

Ｇ
Ｌ
社
に
よ
る
評
価
に
加
え
、
Ｃ
Ｂ
Ｉ
（Clim

ate 

Bonds Initiative　

低
炭
素
経
済
に
向
け
た
大
規
模
投

資
を
促
進
す
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
か
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
認

証
を
、
国
内
だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア
で
初
め
て
取
得
し
た

こ
と
に
よ
り
、
平
成
31
年
３
月
に
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ロ
ー
ン
に
よ
る
借
り
入
れ
を
実
施
し
た
こ
と
は
、
機
構

の
環
境
・
社
会
貢
献
面
へ
の
取
組
み
お
よ
び
事
業
の
社

会
的
意
義
を
幅
広
く
訴
求
す
る
こ
と
を
通
じ
、
投
資
家

層
の
拡
大
等
に
よ
る
安
定
的
な
資
金
調
達
に
つ
な
が
る

取
組
み
と
し
て
、
大
い
に
評
価
で
き
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
中
期
目
標
に
お
け
る
所
期

の
目
標
を
上
回
る
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
Ａ
評
定
と
し
た
。

■サステナビリティファイナンスのイメージ

CBI 認証書

A
評定

資
金
調
達



福
井
市
の
中
心
部
を
縫
う
よ
う
に

通
過
す
る
北
陸
新
幹
線

　

２
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
福
井
駅
は
、
風
景

が
変
わ
っ
て
い
た
。
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
新

し
い
福
井
駅
が
完
成
し
、
空
き
地
だ
っ
た

駅
前
に
は
新
幹
線
の
高
架
線
が
姿
を
現
し

つ
つ
あ
る
。

　
「
Ｊ
Ｒ
と
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
間
に
見
え

る
高
架
線
が
、
北
陸
新
幹
線
の
〝
福
井

駅
部
〞
で
す
。
都
市
整
備
の
関
係
か
ら

８
１
０
m
が
先
行
し
て
建
設
さ
れ
、
平
成

21
年
に
完
成
し
ま
し
た
」

　

令
和
元
年
８
月
19
日
。
福
井
駅
東
口
の

ビ
ル
の
展
望
ロ
ビ
ー
で
説
明
す
る
の
は
、

福
井
鉄
道
建
設
所
の
山
根
秀
則
所
長
だ
。

山
口
県
出
身
の
47
歳
。設
計
会
社
出
身
で
、

鉄
道
・
運
輸
機
構
で
は
北
陸
新
幹
線
高
岡

鉄
道
建
設
所
な
ど
を
経
て
、
平
成
30
年
８

月
１
日
に
現
職
に
着
任
し
た
。

　

福
井
鉄
道
建
設
所
は
、
令
和
４
年
度

末
開
業
を
目
指
し
て
建
設
中
の
北
陸
新
幹

線
金
沢
・
敦
賀
間
１
１
４・６
㎞
の
う
ち
、

坂
井
市
と
福
井
市
の
市
境
か
ら
、
福
井
駅

を
経
て
第
２
福
井
ト
ン
ネ
ル
内
ま
で
の
約

15
・
６
㎞
の
建
設
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
、
福
井
駅
部
は
前
述
の
と
お
り
先
行

し
て
建
設
さ
れ
た
。
南
福
井
貨
物
駅
付
近

の
１・２
㎞
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
建
設
を
委

託
し
て
い
る
。
現
在
は
10
工
区
約
13
・
６

「フェリーニューあわしま」全景

ワーキング

レポート

金沢・敦賀間の開業がいよいよ３年後に迫った北陸新幹線。
沿線最大の都市である福井市内では、
市街地、河川、立体交差など、さまざまな状況が次々と現れる。
最新技術を駆使して建設を進める、福井市内の現場をレポートする。

文・写真：栗原 景（フォトライター）

最新技術を惜しみなく投入する
都市区間の新幹線建設
　大阪支社 福井鉄道建設所

鉄道・運輸機構だよりNo.63  2019 Autumn  14

えちぜん鉄道の高架化事業が
完成した福井駅東口。中央の
高架が先行建設された「福井
駅部」で、昨年までえちぜん
鉄道の仮線として使われてい
た。本誌 56 号 15 ページの
写真と比べてみよう

石川県

福井県

岐阜県

金沢駅

加賀温泉駅

芦原温泉駅

福井駅

九頭竜川
橋りょう

福井
橋りょう

南越（仮称）駅

敦賀駅

小松駅

福井鉄道建設所
担当区間　約15.6km

■福井鉄道建設所担当区間
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㎞
が
施
工
中
だ
。

　
「
当
建
設
所
の
担
当
区
間
は
、
全
区
間

が
福
井
市
内
に
あ
り
、
市
街
地
を
通
過

す
る
区
間
が
大
半
を
占
め
る
こ
と
が
特
徴

で
す
。
Ｊ
Ｒ
や
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
と
の
営
業

線
近
接
区
部
、
つ
ま
り
列
車
が
運
行
さ
れ

て
い
る
す
ぐ
隣
で
建
設
を
行
う
区
間
も
多

く
、
最
新
技
術
を
駆
使
し
、
安
全
第
一
で

建
設
を
進
め
て
い
ま
す
」

　

全
区
間
が
福
井
市
内
と
は
い
え
、
市

街
地
の
ほ
か
田
園
地
帯
、
河
川
、
北
陸
自

動
車
道
と
の
立
体
交
差
や
ト
ン
ネ
ル
も
あ

る
。
比
較
的
短
い
区
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
が
混
在
し
、
高
い
技
術
が
求
め
ら
れ
る

区
間
だ
。

貴
重
な
生
態
系
を
守
っ
て

建
設
さ
れ
た
道
路
併
用
橋

　

福
井
駅
を
離
れ
、
担
当
工
区
の
ほ
ぼ
最

北
に
位
置
す
る
九
頭
竜
川
橋
り
ょ
う
を
訪

れ
た
。

　
「
九
頭
竜
川
橋
り
ょ
う
は
、
新
幹
線
と

し
て
は
初
と
な
る
道
路
併
用
橋
で
、
一
般

県
道
福
井
森
田
丸
岡
線
と
橋
脚
を
共
有

す
る
下
部
工
一
体
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

案
内
に
立
っ
た
鉄
建
・
安
部
日
鋼
・
清

水
組
J
V
の
吉
住
一
郎
氏
が
説
明
し
た
。

九
頭
竜
川
橋
り
ょ
う
は
全
長
約
４
１
４

m
。
幅
36
ｍ
、
厚
さ
４・５
ｍ
の
橋
脚
が

６
基
、
65
ｍ
間
隔
で
配
置
さ
れ
た
７
径
間

先行建設された福井駅部高架橋の下にある福井
鉄道建設所。平成 18 年 7 月に開所した後、福
井駅部完成後の平成 21年 3月にいったん閉所、
平成 24年 9月 20日に再び開所した

橋脚の下には構造物を守るための護床工（自然石）が設置されている。橋脚基礎
は、地上で製作した函下部に作業室を設け、圧縮空気を送り込みながら沈めてい
くニューマチックケーソン工法で建設された

橋りょう上では防音壁の設置が進む。上部工は、橋脚を支点とし
て左右に「やじろべえ」のようにバランスを取りながら延ばして
いく張り出し架設工法が用いられた

設計会社と機構で数々の橋りょう建設に携わっ
た山根秀則所長。鉄道・運輸機構では仙台市営
地下鉄東西線や北陸新幹線高岡鉄道建設所など
を担当した

九頭竜川橋りょうの全景。上部工は新幹線のみ完成し、今後左右に県道の橋りょうが建設される。手前の鉄骨
は建設作業に使われた桟橋の橋脚で、桟橋自体は出水期までに撤去されている

国道 8号

JR 北陸本線

JR越美北線 九頭竜川

福井駅

足羽川
福井
橋りょう

北陸自動車道

九頭竜川
橋りょう

福井開発
高架橋

■福井鉄道建設所担当区間
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連
続
P
C
箱
桁
橋
だ
。
中
央
に
新
幹
線
、

そ
の
両
側
に
片
側
２
車
線
の
県
道
「
新
九

頭
竜
橋
（
仮
称
）」
が
整
備
さ
れ
る
。
今

年
４
月
20
日
に
上
部
工
、
つ
ま
り
鉄
道
橋

本
体
が
完
成
し
、
工
事
進
ち
ょ
く
率
は

98
％
に
達
し
た
。
現
在
は
防
音
壁
の
設
置

や
、
軌
道
敷
設
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　
「
建
設
に
あ
た
っ
て
留
意
し
た
の
は
、

九
頭
竜
川
の
生
態
系
の
保
全
で
す
」

　

九
頭
竜
川
は
「
ア
ラ
レ
ガ
コ
生
息
地
」

と
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
ア
ラ
レ
ガ
コ
は
、
近
年
生
息
数
の

減
少
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
カ
ジ
カ
科
の
魚

だ
。
こ
の
た
め
、
工
事
に
合
わ
せ
て
河
川

の
流
れ
を
変
え
る
「
瀬
替
え
」
は
許
さ
れ

ず
、
川
の
上
に
鉄
骨
を
組
ん
だ
仮
桟
橋
を

設
け
た
。
橋
脚
の
位
置
も
、
魚
類
の
遡
上

を
邪
魔
し
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
、
建
設
に

あ
た
っ
て
は
濁
水
が
流
出
し
な
い
よ
う
、

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
（
汚
濁
防
止
膜
）
や
耐

候
性
土
の
う
が
使
わ
れ
た
。

　
「
橋
脚
の
下
に
、
石
が
積
ん
で
あ
る
の

が
見
え
ま
す
か
。
通
常
あ
そ
こ
は
護
床
ブ

ロ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
設

置
す
る
の
で
す
が
、
ア
ラ
レ
ガ
コ
が
棲
息

で
き
る
よ
う
、
上
流
か
ら
石
を
運
ん
で
き

て
自
然
な
密
度
で
敷
き
詰
め
て
い
ま
す
」

　

建
設
現
場
の
下
流
側
で
は
、
釣
り
人
が

鮎
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
た
。
自
然
の
生
態

系
を
守
り
な
が
ら
、
九
頭
竜
川
橋
り
ょ
う

の
建
設
は
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

狭
い
空
間
で
の
工
期
短
縮
に

効
果
を
発
揮
し
た
Ｌ
Ｒ
Ｖ
工
法

　

次
に
、
九
頭
竜
川
か
ら
３
㎞
ほ
ど
南

の
福
井
開か
い
ほ
つ発
高
架
橋
へ
向
か
っ
た
。
国
道

４
１
６
号
付
近
か
ら
福
井
駅
部
に
至
る
総

延
長
２
２
２
２
m
の
高
架
橋
で
、
Ｊ
Ｒ
北

陸
本
線
と
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
に
挟
ま
れ
た
営

業
線
近
接
部
を
含
む
。
こ
こ
は
１
年
前
ま

で
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
高
架
事
業
の
仮
線
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
関
係
か
ら
着
工
が
遅

く
、
工
期
短
縮
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で

採
用
さ
れ
た
の
が
、
鉄
道
橋
と
し
て
初
の

事
例
と
な
る
Ｌ
Ｒ
Ｖ
工
法
だ
。
ま
ず
は
、

試
験
施
工
が
行
わ
れ
た
第
４
開
発
高
架
橋

を
訪
れ
た
。

　
「
Ｌ
Ｒ
Ｖ
工
法
と
は
、
柱
や
梁
の
部
材

に
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
い
っ

て
あ
ら
か
じ
め
工
場
で
製
造
し
た
製
品
を

LRV 工法を、模型を使って説明。最近は見学会が多く、各工区
とも工夫を凝らして特徴的な工法を解説している

LRV 工法による高架（手前）と、従来工法による高架（奥）。LRV 工法は部材を積み重ねるよ
うに組み立てるので目地が見え、重機を入れるために左右の柱の間隔が広く取られている

正面の橋脚は REED工法を採用。福井口駅付近では左右に全く余裕のな
い状況で橋脚の建設が行われている。左端のパトライトはレーザーバリア
の警報装置。右の車の陰には列車監視員も立っている

営業線近接部で構築が始まった、LRV工法による橋脚。部材は茨城県の工
場で製作されトラック輸送される。福井では生コンクリートが不足してお
り、その節約にも貢献した

九頭竜川は鮎釣りの名所としても知られる



17  鉄道・運輸機構だよりNo.63  2019 Autumn 

続
し
、
最
後
に
内
部
へ
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
ん
で

完
成
さ
せ
ま
す
」

　

福
井
駅
か
ら
、
え
ち
ぜ

ん
鉄
道
の
三
国
港
行
き
電

車
が
や
っ
て
来
た
。
施
工
現

場
の
す
ぐ
横
を
列
車
が
通

過
す
る
た
め
、
現
場
の
左
右

に
は
レ
ー
ザ
ー
バ
リ
ア
が
設

定
さ
れ
て
い
る
。
作
業
機
械

が
レ
ー
ザ
ー
に
触
れ
る
と
警

告
が
出
る
仕
組
み
だ
。
列

車
見
張
り
員
も
各
所
に
配

置
さ
れ
、
列
車
が
通
過
す
る

際
に
は
作
業
を
一
時
中
断
す

る
。
列
車
は
数
分
お
き
に
通

過
し
、
そ
の
た
び
に
作
業
が

中
断
す
る
が
、
何
よ
り
も
安
全
を
優
先
し

た
施
工
が
行
わ
れ
て
い
る
。

自
動
車
道
の
状
況
を

　
時
間
計
測
し
な
が
ら
施
工

　

翌
日
、
福
井
市
南
部
の
福
井
橋
り
ょ
う

予
定
地
を
訪
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
大
土
呂
駅
東
方

に
位
置
す
る
福
井
橋
り
ょ
う
は
、
北
陸
自

動
車
道
と
交
差
す
る
全
長
２
３
５
m
の
３

径
間
連
続
合
成
桁
の
橋
り
ょ
う
だ
。
現
在

は
自
動
車
道
の
前
後
に
設
置
さ
れ
る
橋
脚

を
建
設
す
る
段
階
で
、
ア
ー
バ
ン
リ
ン
グ

工
法
が
採
用
さ
れ
た
。

24

福井駅の南に位置する足羽川橋
りょう。平成 30 年豪雪などの
影響で施工が遅れ、作業用桟橋
の高さを上げるなどの対策を施
したうえで通年施工を行ってい
る

福井橋りょうの観測塔から北陸自動車道を見晴らす。自動車道左右の法面
を切り崩すため、路面状況を 24時間態勢で監視しており、30分ごとに現
場責任者のスマートフォンにデータが送信される

観測塔には中段と上段
に 1台ずつセンサーが
設置され、北陸自動車
道の路面状況を計測

組
み
立
て
る
工
法
で
す
。
柱
上
に
乗
る
縦

梁
と
横
梁
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
接
続
す
る

仕
口
も
す
べ
て
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
し
ま
し

た
」

　

大
林
・
名
工
・
道
端
Ｊ
Ｖ
の
光
森
章
氏

が
模
型
を
使
っ
て
説
明
し
て
く
れ
た
。
柱

は
通
常
工
法
よ
り
も
左
右
の
径
間
を
広
く

と
り
、
そ
の
間
に
75
ｔ
ク
レ
ー
ン
が
入
っ

て
部
材
を
吊
り
上
げ
る
。
現
場
で
の
組
み

立
て
と
工
場
で
の
部
材
製
造
を
並
行
し
て

行
う
た
め
、
30
％
程
度
の
工
期
短
縮
が
可

能
だ
。
柱
の
間
で
作
業
を
行
う
の
で
、
省

ス
ペ
ー
ス
施
工
に
も
適
し
て
い
る
。

　

仕
組
み
が
分
か
っ
た
ら
、
営
業
線
近
接

部
へ
。
Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線
と
え
ち
ぜ
ん
鉄
道

の
高
架
線
が
左
右
か
ら
迫
り
、
幅
わ
ず
か

14
〜
20
ｍ
ほ
ど
の
空
間
で
作
業
が
行
わ
れ

て
い
る
。
現
在
は
、
４
５
０
m
十
連
の
Ｌ

Ｒ
Ｖ
工
法
に
よ
る
ラ
ー
メ
ン
高
架
橋
の
北

側
か
ら
、
順
次
基
礎
が
設
置
さ
れ
て
い
る

段
階
だ
。

　

え
ち
鉄
福
井
口
駅
前
で
は
、
Ｔ
字
型
の

橋
脚
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
た
。

　
「
こ
の
橋
脚
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
工
法
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
縦
軸
の
鉄
筋

に
特
殊
な
Ｈ
形
鋼
を
使
い
、
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

フ
ォ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部

材
を
Ｈ
形
鋼
に
上
か
ら
は
め
込
む
よ
う
に

組
み
立
て
て
い
く
工
法
で
、
急
速
施
工
が

可
能
で
す
。
部
材
は
ボ
ン
ド
や
ゴ
ム
で
接

先に堅い岩を掘削し、今後行われるアー
バンリングの圧入を円滑に行えるように
準備する

ワーキング

レポート
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「
こ
れ
は
ア
ー
バ
ン
リ
ン
グ
と
呼
ば
れ

る
直
径
11
ｍ
の
円
筒
型
鋼
製
土
留
め
壁

を
、
地
下
55
ｍ
ま
で
圧
入
し
て
、
そ
の
内

部
で
基
礎
を
構
築
す
る
工
法
で
す
。
土
留

め
壁
で
し
っ
か
り
守
る
の
で
、
近
接
構
造

物
や
周
辺
地
盤
に
影
響
を
与
え
ず
安
全
に

施
工
で
き
ま
す
」

　

東
急
・
矢
作
・
高
野
Ｊ
Ｖ
の
米
田
哲

也
氏
が
言
っ
た
。
現
在
は
、
ア
ー
バ
ン
リ

ン
グ
を
圧
入
す
る
地
点
に
沿
っ
て
38
本
の

先
行
削
孔
を
掘
っ
て
い
る
段
階
だ
。
こ
の

辺
り
は
地
盤
が
堅
い
の
で
、
先
に
穴
を
あ

け
て
岩
盤
を
取
り
除
く
。
今
年
３
月
か
ら

作
業
を
開
始
し
、
残
る
は
３
本
と
な
っ
た
。

秋
か
ら
は
、
ア
ー
バ
ン
リ
ン
グ
の
圧
入
が

始
ま
る
。
北
陸
自
動
車
道
の
上
に
合
成

桁
が
架
け
ら
れ
る
の
は
、

令
和
２
年
秋
の
予
定
だ
。

　

現
場
に
は
、
自
動
車

道
を
囲
む
よ
う
に
高
さ

約
20
ｍ
の
櫓
が
４
基
立
っ

て
い
る
。

　
「
観
測
塔
で
す
。
道
路

両
側
の
法
面
を
削
っ
て

橋
脚
を
構
築
す
る
た
め
、

路
面
沈
下
と
い
っ
た
変

位
が
発
生
し
な
い
か
、

8
台
の
測
定
器
で
80
カ

所
を
24
時
間
計
測
し
て

い
ま
す
」

　

さ
ら
に
毎
日
車
で
２
往
復
し
て
、
道
路

の
平
坦
性
を
観
察
し
て
い
る
と
い
う
。
高

速
走
行
に
影
響
が
出
る
よ
う
な
変
位
は
認

め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

観
測
塔
の
上
に
立
つ
と
、
北
陸
自
動

車
道
の
向
こ
う
に
文
殊
山
が
見
え
た
。
そ

の
中
腹
に
は
、
福
井
第
一
ト
ン
ネ
ル
の
坑

口
が
見
え
る
。
２
カ
所
の
ト
ン
ネ
ル
は
既

に
貫
通
し
、
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
を

行
っ
て
い
る
段
階
だ
。

　
「
令
和
４
年
度
末
の
開
業
に
向
け
て
、

全
工
区
が
安
全
第
一
で
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
県
内
外
の
方
の
関
心
も
高
ま
っ
て

い
て
、
最
近
は
ほ
ぼ
毎
日
見
学
会
や
視
察

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

山
根
所
長
が
言
っ
た
。
見
学
会
は
、
地

下莇生田橋りょうの建設現場を見ながら走る米原行き特急「しらさ
ぎ」。中京地区と北陸の連絡を担う俊足特急だ

福井橋りょう周辺は田園地帯だが、所々に集落があり民家に近接した
場所で施工が行われている

粉塵などが道路側へ飛ばないよう、掘削現場の周囲では大型扇風機が稼働している

延長 80mの第１福井トンネル。その向こうに延長 3,520mの第
2福井トンネルがあり、そのうち北側の 1,630mを福井鉄道建設
所が担当している。既に掘削は完了した

元
だ
け
で
な
く
関
東
や
関
西
か
ら
も
参
加

者
が
あ
り
、
期
待
の
高
さ
を
実
感
し
て
い

る
と
い
う
。

　
「
以
前
、
見
学
会
で
高
架
線
を
歩
い
た

年
配
の
方
か
ら
、
冗
談
交
じ
り
に
〝
生
き

て
い
る
う
ち
に
乗
れ
る
か
な
〞
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
で
も
、
開
業
は

も
う
す
ぐ
で
す
。
完
成
し
た
新
幹
線
に
元

気
に
ご
乗
車
い
た
だ
け
る
よ
う
、
し
っ
か

り
と
作
っ
て
い
き
ま
す
」

　

北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
ま
で
約
３
年
。

開
業
す
れ
ば
、
列
車
は
福
井
鉄
道
建
設
所

の
施
工
区
間
を
数
分
で
通
過
す
る
。だ
が
、

そ
こ
に
は
Ｌ
Ｒ
Ｖ
工
法
や
ア
ー
バ
ン
リ
ン

グ
工
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
が
投
入

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。



父の夢が自分の夢に
新鮮な福井の食材を使って日本一のジェラート職人に
ジェラート トリノ統括店長　森國晶子さん

　
ジ
ェ
ラ
ー
ト
は
、
イ
タ
リ
ア
の
氷
菓
で
フ
ル
ー
ツ

や
牛
乳
を
使
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
一
種
。
低
脂
肪

で
コ
ク
の
あ
る
味
わ
い
が
特
徴
だ
。
そ
ん
な
ジ
ェ
ラ
ー

ト
で
、日
本
一
に
輝
い
た
職
人
が
、福
井
市
内
に
い
る
。

ジ
ェ
ラ
ー
ト
専
門
店
「
ジ
ェ
ラ
ー
ト 

ト
リ
ノ
」
統
括

店
長
の
森
國
晶
子
さ
ん
（
40
）
だ
。「
ジ
ェ
ラ
ー
ト 

ト

リ
ノ
」
は
森
國
さ
ん
の
父
親
が
経
営
す
る
森
國
牧
場

の
直
営
店
で
、
現
在
福
井
駅
前
の
ハ
ピ
リ
ン
内
を
は

じ
め
5
店
舗
を
展
開
し
て
い
る
。

　
実
は
、
森
國
さ
ん
は
元
々
ジ
ェ
ラ
ー
ト
職
人
を
目

指
し
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。

　「
牧
場
で
生
産
し
た
牛
乳
を
使
っ
て
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店

を
や
る
と
言
い
出
し
た
の
は
、

父
で
し
た
。
当
時
私
は
県
外

で
会
社
に
勤
め
て
い
た
の
で

す
が
、
突
然
店
長
を
や
り
な

さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
て（
笑
）」

　
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
知
識
は
全

く
な
か
っ
た
森
國
さ
ん
。
だ

が
、
話
は
ど
ん
ど
ん
進
ん
で

い
っ
た
。
父
親
の
言
う
と
お

り
に
研
修
を
受
け
、
機
械
を
搬
入
。
平
成
17
年
、
第

1
号
店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　「
作
り
た
て
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
は
、
生
の
フ
ル
ー
ツ
よ

り
も
美
味
し
い
っ
て
驚
き
は
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
当

時
は
父
を
手
伝
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
」

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
25
年
に
開
催
さ
れ
た

「
第
1
回
ジ
ェ
ラ
ー
ト
マ
エ
ス
ト
ロ
コ
ン
テ
ス
ト
」
だ
。

テ
ー
マ
は
「
日
本
」。
こ
こ
で
森
國
さ
ん
は
、
福
井
の

里
芋
を
使
っ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
出
品
す
る
。

　「
故
郷
の
福
井
の
味
を
表
現
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
大
会
が
秋
の
開
催
だ
っ
た
の
で
、
地
元
の
旬
の

野
菜
を
使
お
う
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
で
す
」

　
ヒ
ン
ト
は
、
子
ど
も
の
頃
母
が
作
っ
て
く
れ
た
里

芋
の
塩
ゆ
で
。
試
し
に
作
っ
て
み
る
と
、
チ
ー
ズ
の
よ

う
な
味
わ
い
で
ミ
ル
ク
と
の
相
性
も
良
い
。
上
庄
里

芋
と
大
野
里
芋
と
い
う
、
特
徴
の
異
な
る
2
種
類
を

ブ
レ
ン
ド
し
、
塩
も
厳
選
。
隠
し
味
に
酢
を
使
っ
て

キ
レ
を
出
し
た
。
こ
う
し
て
家
族
の
味
わ
い
と
故
郷
・

福
井
の
味
覚
が
コ
ラ
ボ
し
た
里
芋
ジ
ェ
ラ
ー
ト
が
完

成
し
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
見
事
日
本
一
に
輝
い
た
。
森
國

さ
ん
は
、
初
め
て
「
や
っ
て
き
た
こ
と
は
間
違
っ
て
い

な
か
っ
た
」
と
、
自
信
を
深
め
た
と
い
う
。

　「
福
井
に
は
、
魚
介
や
果

物
な
ど
美
味
し
い
素
材
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
ジ
ェ
ラ
ー

ト
に
も
ス
イ
カ
な
ど
福
井

の
食
材
を
使
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
最
近
は
、
大
葉

と
ト
マ
ト
な
ど
、
旬
の
食
材

を
組
み
合
わ
せ
て
新
し
い

味
を
作
っ
て
い
ま
す
」

　
経
験
を
重
ね
た
森
國
さ
ん
は
、
平
成
30
年
に
は
　

「
ジ
ェ
ラ
ー
ト
日
本
選
手
権
・
真
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は

誰
だ
！
」
で
も
優
勝
。
今
や
日
本
を
代
表
す
る
ジ
ェ

ラ
ー
ト
職
人
だ
。
3
年
後
に
開
業
す
る
北
陸
新
幹
線

に
も
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

　「
今
ま
で
金
沢
な
ど
に
宿
泊
し
て
い
た
方
が
、
福
井

に
も
も
っ
と
足
を
伸
ば
し
て
宿
泊
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
外
国
の
お
客
様
に
も
大
勢

来
て
い
た
だ
い
て
、
私
た
ち
日
本
の
、
福
井
の
ジ
ェ

ラ
ー
ト
と
、
自
国
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
比
べ

て
ほ
し
い
な
っ
て
思
い
ま
す
」

「東尋坊」
荒々しい日本海の絶景が圧巻
波の浸食によって生まれた断崖絶壁が約
1kmにわたって続く日本海を代表する
景勝地。「輝石安山岩の柱状節理」は国
の天然記念物にも指定されている。高さ
55mの東尋坊タワーや、周辺の奇岩を
めぐる遊覧船から景観を楽しめる。
アクセス：えちぜん鉄道三国港駅からバ
スで 5分
問い合わせ：坂井市三国観光協会　
☎ 0776-82-5515

「森田配水塔 マイアクア」
九頭竜川と北陸新幹線を一望
水をたくわえて、給水量を調整する配水
塔。5階が展望デッキになっていて、地
上 46mの高さから九頭竜川や北陸新幹
線九頭竜川橋りょうを一望できる。市内
屈指の新幹線ビュースポットだ。
アクセス：JR森田駅から車で 5分
営業時間：9時～ 16時 30分
休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）
観覧料：無料
問い合わせ：☎ 0776-56-4014

Intervie
w

自ら店頭にも立つ森國晶子さん。喜ね舎
店はJAの直売場併設の店舗で、ここで
仕入れた新鮮な野菜や果物でジェラート
を作ることも

初めてのコンテ
ストで「思いが
けず」日本一に
輝き、ジェラー
トの面白さに目
覚めた森國さん

福井エリア
◀紹介▶

ワーキング

レポート

19  鉄道・運輸機構だよりNo.63  2019 Autumn 

「福井県立恐竜博物館」
動く恐竜たちに会える！　化石発掘も体験できる
日本を代表する恐竜化石の産地である、福井県勝山市にある恐竜を
テーマにした博物館。多数の恐竜化石の標本や復元された動く恐竜
が展示されているほか、化石の発掘を体験できる恐竜化石発掘現場
など、自然環境を活かしたフィールドミュージアムでもある。
アクセス：えちぜん鉄道勝山駅からバスで12分
営業時間：9時～ 17時（入館は 16時 30分まで）季節による変動あり
休館日：第 2・4水曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
観覧料：大人720円、高校・大学生 410円、小・中学生 260円（常設展）
問い合わせ：☎ 0779-88-0001( 代表）
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IGR いわて銀河鉄道は、東北新幹線盛岡・八戸間の開業に伴い、
JR東日本から経営分離された東北本線の盛岡・目

め と き

時間 82.0㎞を
引き継いで開業した。
第 3セクター方式の鉄道会社として、
地域の人々に欠かせない重要な役割を果たしている。

IGRいわて銀河鉄道 

■IGR いわて銀河鉄道

渋民駅から見た姫神山

ススキの中を走るIGR7000系電車

❖
発
着
は
盛
岡
駅
の
０
、１
番
線

　

Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
（
以
下
、
Ｉ

Ｇ
Ｒ
）
は
、
盛
岡
駅
の
０
番
線
と
１
番
線

が
発
着
ホ
ー
ム
で
、
Ｊ
Ｒ
花
輪
線
も
乗
り

入
れ
て
い
る
。
ブ
ル
ー
の
帯
２
本
と
、
銀

河
を
思
わ
せ
る
イ
エ
ロ
ー
の
帯
１
本
が
描

か
れ
た
ス
テ
ン
レ
ス
カ
ー
だ
。
運
転
ダ
イ

ヤ
に
は
同
じ
３
セ
ク
鉄
道
・
青
い
森
鉄
道

（
目
時
・
八
戸
駅
間
25
・
９
㎞
）
と
の
乗
り

入
れ
ダ
イ
ヤ
も
あ
る
。
両
社
の
車
両
が
並

ん
だ
朝
方
の
ホ
ー
ム
に
は
、
そ
れ
を
撮
影

し
よ
う
と
す
る
鉄
道
フ
ァ
ン
が
目
立
っ
た
。

　

線
形
は
盛
岡
駅
か
ら
奥
中
山
高
原
駅
付

近
ま
で
が
登
坂
、
そ
れ
以
北
は
下
り
坂
。

西
側
に
岩
手
山
（
２
０
３
８
m
）、
東
側
に

石
川　

木
や
宮
沢
賢
治
が
こ
よ
な
く
愛
し

た
姫
神
山
（
１
１
２
３
m
）
が
見
え
隠
れ

し
、
麓
を
北
上
川
（
延
長
２
４
９
㎞
、
日

本
第
４
位
）
や
そ
の
支
流
が
流
れ
る
。
乗

地方鉄道を
訪ねて  
【岩手県】

寄稿
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り
合
わ
せ
た
夏
休
み
客
の
目
立
つ
２
両
編

成
の
車
内
は
、
美
し
い
車
窓
の
景
色
に
歓

声
が
静
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
の
思
い
が
け
な
い
交
歓

シ
ー
ン
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。

❖
青
い
森
鉄
道
と
の
共
存
共
栄

　

開
業
は
、平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
12
月
。

東
北
新
幹
線
盛
岡
・
八
戸
駅
間
開
業
に
伴

い
、
並
行
在
来
線
を
引
き
継
い
だ
。
そ
の

う
ち
目
時
駅
ま
で
を
営
業
エ
リ
ア
と
し
て

い
る
が
、
旅
客
列
車
は
青
い
森
鉄
道
の
八

戸
駅
ま
で
乗
り
入
れ
て
い
る
。
加
え
て
、

貨
物
列
車
が
北
海
道
と
本
州
を
結
ん
で
毎

日
約
50
本
走
行
し
て
お
り
、
盛
岡
・
八
戸

駅
間
の
輸
送
体
制
は
万
全
だ
。

❖
旅
情
豊
か
な
沿
線
風
景

　

盛
岡
駅
か
ら
１
駅
約
４
分
で
青
山
駅
に

到
着
。
新
幹
線
が
頭
上
を
走
る
。
平
成
18

■ IGRいわて銀河鉄道株式会社
〈会社概要〉
●本　　社　〒 020-0133
　　　　　　岩手県盛岡市青山二丁目 2番 8号
●設　　立　平成 13（2001）年 5月 25日
●事業開始　平成 14（2002）年 12月 1日
●払込資本　18億 4,970 万円
●筆頭株主　岩手県 54.06％
●代 表 者　代表取締役社長　浅沼康揮
●従業員数　307名（令和元年 8月 1日現在）

〈路　　線〉
●盛岡・目時駅間　82.0㎞（複線電化）
●駅　　数　17駅（目時駅除く）
  （無人 2駅：小繋駅、斗米駅）
●車 両  数　
　IGR7000 系電車
　14両（2両編成 7
　ユニット）

■鉄道・運輸機構の助成実績
〈主な助成事業〉
●鉄道軌道輸送高度化事業費補助金　
   平成 21年度
●鉄道施設総合安全対策事業費補助　
   平成 24年度

  車両の改良、コンクリート柱更新、高圧配
電盤更新、列車無線基地局装置更新、橋りょ
う改修、橋りょう老朽化診断
   

寄稿　  地方鉄道を訪ねて　【岩手県】IGR いわて銀河鉄道

高低差のある巣子駅ホーム

東北地方最大の河川、北上川

渋民駅舎

滝沢駅舎

目時駅舎

小鳥谷駅舎本社

盛岡駅舎 盛岡駅の IGRいわて銀河鉄道の改札口

盛岡駅のホー
ムに停車する
青い森鉄道の
車両

IGR いわて銀河鉄道路線図

八 戸

北 高 岩

苫 米 地

剣 吉

諏 訪 ノ 平

三 戸

目 時

金田一温泉

斗 米

二 戸

一 戸

小 鳥 谷

小 繋

奥中山高原

御 堂

いわて沼宮内

岩 手 川 口

好 摩

渋 民

滝 沢

巣 子

厨 川

青 山

盛 岡

JR八戸線

JR東北線

JR花輪線

青い森鉄道線
いわて銀河鉄道線
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❖
小
鳥
谷
駅
と
産
直
の
発
展

　

岩
手
川
口
駅
は
戦
中
戦
後
の
宝
塚
歌
劇

団
の
大
ス
タ
ー
・
園
井
恵
子
（
１
９
１
３

〜
１
９
４
５
年
）の
郷
里
に
近
い
。展
示
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
待
合
室
に
レ
コ
ー
ド
の
歌

声
が
流
れ
て
い
た
。
い
わ
て
沼
宮
内
駅
は

新
幹
線
と
共
有
。
奥
中
山
高
原
駅
に
掲
げ

ら
れ
た
近
く
の
十じ
ゅ
う
さ
ん
ぼ
ん
ぎ
と
う
げ

三
本
木
峠
を
越
え
る
Ｓ

Ｌ
写
真
が
往
時
を
偲
ば
せ
る
。

　

小こ

ず

や
鳥
谷
駅
の
農
産
物
直
売
所
〝
ニ
コ
ニ

コ
駅
こ
ず
や
〞
は
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
が
力
を
入
れ

る
駅
の
産
直
販
売
の
先
駆
け
と
な
っ
た
所
。

他
の
駅
に
も
増
や
し
て
観
光
客
は
も
と
よ

り
、
沿
線
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
活

か
せ
る
だ
ろ
う
。

　
一
戸
・
二に
の
へ戸
駅
間
で
馬
淵
川
を
渡
る
と

間
も
な
く
、
昔
話
・
座
敷
わ
ら
し
で
お
馴

染
み
の
金き
ん
た
い
ち
田
一
温
泉
駅
に
着
く
。
次
は
目

時
駅
。
無
人
駅
で
、
近
く
に
目
時
八
幡
宮

が
あ
る
。平
安
時
代
後
期
の〝
前
九
年
の
役
〞

（
１
０
５
１
〜
１
０
６
２
年
）
の
時
、
鎌
倉

か
ら
源
義
家
が
訪
れ
た
証
だ
。
歴
史
の
跡

を
訪
ね
る
楽
し
み
も
期
待
で
き
る
。　

❖
Ｉ
Ｇ
Ｒ
地
域
医
療
ラ
イ
ン
が
結
ぶ

　
〝
安
心
リ
レ
ー
の
絆
〞

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
沿

線
で
も
医
療
機
関
が
少
な
く
な
る
と
い
う

難
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
そ
こ
で
Ｉ

宝徳寺の境内

岩手川口駅にある園井恵子の展示コーナー 園井恵子の像

新奥の細道（東北自然歩道）の「　木を訪ねるみち」

石川　木記念館の外観 石川　木記念館の内部

石川　木の像と旧渋民尋常小学校（上）と石川　木が家族と間借りし
ていた旧斎藤家住宅（左）

（
２
０
０
６
）
年
３
月
に
新
設
さ
れ
、
平
成

27
（
２
０
１
５
）
年
11
月
に
は
南
口
を
開

設
し
て
本
社
ビ
ル
を
移
転
さ
せ
た
。　
　
　

　

３
駅
目
の
巣す

ご子
駅
の
ホ
ー
ム
は
上
り
線

が
高
く
、
下
り
線
が
低
い
。
こ
れ
は
東
北

本
線
の
複
線
化
工
事
の
時
に
勾
配
を
緩
和

す
る
た
め
に
で
き
た
高
低
差
だ
。

　

滝
沢
駅
は
愛
称
〝
学
園
の
杜
〞。
岩
手
県

立
大
学
、
盛
岡
大
学
が
並
び
、
一
帯
は
学

生
の
生
気
に
満
ち
て
い
る
。
ち
な
み
に
駅

名
に
愛
称
が
あ
る
の
は
、
滝
沢
駅
の
ほ
か

は
渋し
ぶ
た
み民
駅
の
〝　

木
の
ふ
る
さ
と
〞
と
、
一い
ち

戸の
へ

駅
の
〝
縄
文
の
里
〞
の
２
駅
だ
。

　
❖
渋
民
は
〝　

木
の
ふ
る
さ
と
〞

　

車
内
で
親
し
く
な
っ
た
古
老
の
勧
め
で
、

歌
人
・
石
川　

木
ゆ
か
り
の
地
を
渋
民
駅

か
ら
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
。
石
川　

木
記

念
館
、
教
鞭
を
と
っ
た
旧
渋
民
尋
常
小
学

校
、
父
親
が
遺
し
た
宝
徳
寺
、
好こ
う
ま摩
駅
ま

で
の
北
上
川
沿
い
の
道
な
ど
。
ど
こ
か
ら

で
も
姫
神
山
が
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
た
。

西
側
に
は
岩
手
山
が
ど
っ
し
り
と
そ
び
え

て
い
る
。
や
は
り
Ｉ
Ｇ
Ｒ
の
観
光
客
誘
致

策
に
は
欠
か
せ
な
い
エ
リ
ア
だ
。

　

好
摩
駅
は
、新
し
い
建
物
で　

木
が
通
っ

た
当
時
の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
。し
か
し
、

車
窓
か
ら
の
田
園
風
景
と
岩
手
山
、
姫
神

山
、北
上
川
の
自
然
を
楽
し
む
の
な
ら
好
摩・

岩
手
川
口
駅
間
が
ベ
ス
ト
だ
ろ
う
。
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　IGR小鳥谷駅で待ち合わせた。前日は奥州
街道最高地の奥中山高原駅周辺をガイドした
という。それでも疲れを見せずに「沿線紹介
の活動を通して、また地域活性化のお役に立
てました」と爽やかに語る。
　住まいは駅に近い一戸町小鳥谷高屋敷。一
帯は山村の風情だ。愛木さんは、14年前の
48歳の時に農協を退職、「地域活性化に人
生を掛けたい」という思いから、この活動を
始めた。仲間たちとの地道な活動の末、現在
では春から秋のシーズン半年間に7回もの
人気ツアーを定着させるまでになった。「行
政の指導もありますが、何と言っても IGR
のバックアップがあってのことです。“線路
は続くよどこまでも”の感じですかね。リピー
ターの参加者が増えてきたことは励みになり
ます」と話す。
　住民ご自慢の国指定天然記念物「藤島の
フジ」を一見した後、33世帯、人口95人
の小鳥谷高屋敷地区を訪ねた。そこに日差し
を受けた“ひゃっころ”小屋があった。2年
前にできたばかりで、名称は「100歳まで
元気に生きて、あとは寝付かずコロリと往生」
という意味だとか。厳冬期に備えてストーブ
の用意もある。住民の息づかいや生気を感じ

させられる空間だ。
　IGRは今後 2つの大きなイベ
ントを抱える。それだけに国指
定史跡「奥州街道」ガイドの役
割も高まるに違いない。
　江戸五街道の1つ「奥州街道」
の起点は東京・日本橋。岩手
県の県都・盛岡の盛岡城下には
139番目の一里塚がある。愛木

さんの活躍する一戸町内には盛岡から10～
16番目までの一里塚が並んでいる。「歴史ガ
イドのメンバーもこれまで以上にパワーを発
揮させますよ」と、日焼けした顔に意欲が溢
れていた。

Ｇ
Ｒ
は
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
11
月
に

県
北
地
域
か
ら
盛
岡
市
内
の
病
院
に
通
う

人
の
た
め
の
総
合
通
院
サ
ー
ビ
ス
〝
Ｉ
Ｇ

Ｒ
地
域
医
療
ラ
イ
ン
〞
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。

　

浅
沼
康
揮
社
長
は
「
高
齢
者
の
移
動
を

少
し
で
も
安
全
・
確
実
に
す
る
た
め
に
車

内
に
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
同
乗
、
乗
り
継
ぐ

２
次
交
通
ま
で
も
意
識
し
て
い
ま
す
。
加

S
upporter's V

oice

サポーター
の

声

寄稿　   地方鉄道を訪ねて　【岩手県】IGR いわて銀河鉄道

え
て
沿
線
の
小こ
つ
な
ぎ繋
、
一
戸
、
金
田
一
温
泉
な

ど
の
駅
前
に
は
専
用
無
料
駐
車
場
を
用
意

し
、
送
迎
家
族
の
負
担
軽
減
に
も
気
配
り

し
て
い
ま
す
。
生
活
路
線
と
し
て
の
役
割

を
し
っ
か
り
確
か
め
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」
と
話
す
。

　

こ
の
企
画
に
は
地
元
の
タ
ク
シ
ー
会
社

も
参
加
し
て
い
る
。た
ま
た
ま
盛
岡
駅
ホ
ー

ム
で
目
印
の
旗
を
手
に
し
た
出
迎
え
の
運

転
手
の
姿
を
見
掛
け
た

が
、
改
め
て
〝
安
心
リ

レ
ー
の
絆
〞
の
太
さ
を

感
じ
さ
せ
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
に
き

て
状
況
に
変
化
が
み
ら

れ
る
。
盛
岡
の
大
き
な

目時八幡宮の鳥居

IGRいわて銀河鉄道の浅沼康揮社長

藤島のフジのパネル
と愛木さん

盛岡で青春期の 10年を過ごした
石川　木と宮沢賢治を紹介する
「もりおか　木・賢治青春館」

国指定史跡「奥州街道」ガイド

愛
あい

木
き

  稔
みのる

 さん

医
療
機
関
が
J
R
東
北
本
線
矢
幅
駅
最

寄
り
の
所
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

だ
。
浅
沼
社
長
も
「
従
来
通
り
の
シ
ス
テ

ム
を
継
続
で
き
る
か
ど
う
か
。
移
転
先
の

病
院
へ
通
う
方
や
、
盛
岡
の
別
の
病
院
を

選
ぶ
方
な
ど
お
客
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、

柔
軟
に
対
応
し
た
い
」
と
言
葉
を
選
ぶ
。

　

Ｉ
Ｇ
Ｒ
は
今
、
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
計

画
に
追
わ
れ
て
い
る
。
一
つ
目
は
令
和

３
（
２
０
２
１
）
年
９
月
に
迎
え
る
、
前

身
の
日
本
鉄
道
盛
岡
・
青
森
間
延
伸
開

業
１
３
０
周
年
記
念
。
二
つ
目
は
令
和
４

（
２
０
２
２
）
年
12
月
の
同
社
開
業
20
周
年

記
念
。
こ
れ
を
機
会
に
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀

河
鉄
道
の
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ
そ

う
だ
。　
　
（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
　
平
野
雄
司
）

小鳥谷駅農産物直売所「ニコニコ
駅こずや」

ひゃっころ小屋
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ト ピ ッ ク ス
J R T T  T O P I C S

　9月5日（木）、第20回「鉄道のある風景写真コンテスト」の審査会を開
催しました。今年は408名 (1,114 点 ) の応募があり、審査の結果、グラン
プリ（国土交通大臣賞）は佐々木 英樹さん（福井県）の作品「静寂の中を…」
が選ばれました。以下に掲載する全14点の入賞・入選作品は、当機構ホーム
ページに掲載するほか、下記の会場で展示致しますので、ぜひご覧ください。

『静寂の中を…』
佐々木 英樹　
（西日本旅客鉄道 越美北線　越前東郷駅～足羽駅）グランプリ

国土交通大臣賞

鉄道・運輸機構だよりNo.63  2019 Autumn  24

◉ 第 26回鉄道フェスティバル会場（東京・日比谷公園）
 　10月 12 日（土）～  13 日（日）
◉ ＪＲ東日本新潟駅南口広場：10月 19日（土）
◉ ＪＲ四国徳島駅クレメントプラザ：10月 25日（金）～ 29日（火）
◉ 京都丹後鉄道峰山駅：11月 2日（土）～ 13日（水）
◉ 神戸電鉄谷上駅：11月 19日（火）～ 29日（金）
◉ つくばエクスプレス浅草駅：12月 5日（木）～ 17日（火）

〈入賞・入選作品展示会〉

※敬称略

審査委員

委員長　猪井 貴志（写真家）                     
委　員　中村 直美（㈱交通新聞社常務取締役第 2出版事業部長）
委　員　竹内 健蔵（東京女子大学教授）
委　員　水嶋　智（国土交通省鉄道局長）　
委　員　北村 隆志（鉄道・運輸機構理事長）

第20回「鉄道のある風景写真コンテスト」結果発表
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01
 鉄道・運輸機構理事長賞夏賞

『残照』
福田 雄一　
（東武鉄道 鬼怒川線　大谷向駅～下今市駅）

「鉄道の日」実行委員会会長賞冬賞　国土交通省鉄道局長賞秋賞

 「鉄道の日」実行委員会会長賞春賞

『青空と春色道』
荒木 貴啓　
（智頭急行 智頭線　佐用駅～平福駅）

『春回廊』
後藤 耀一郎　
（東日本旅客鉄道 東北本線　船岡駅～大河原駅）

『光り輝く』
岩田 壮一　
（東日本旅客鉄道　中央本線 三鷹駅～武蔵境駅）

シティ・トレイン・ビュー賞ジュニア賞
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『ポーズをきめて』
宮田 芳明　
（北海道旅客鉄道 石勝線 (旧 ) 夕張支線　夕張駅～鹿ノ谷駅）　

『秋の気配』
伊藤 正和　
（北海道旅客鉄道 釧網本線　塘路駅～細岡駅）



『青空と春色道』
荒木 貴啓　
（智頭急行 智頭線　佐用駅～平福駅）

入選

01 ト ピ ッ ク ス
J R T T  T O P I C S

『山里の夕暮れに』
石木 憲　
（東日本旅客鉄道 只見線　会津中川駅）

入選

『満開の桜を見上げて』
齋藤 広幸　
（東日本旅客鉄道 水郡線　磐城石井駅～磐城塙駅）

入選

『避暑地のバラード』
松尾 美香　
（東日本旅客鉄道 北上線　ゆだ錦秋湖駅～ほっとゆだ駅）

入選

『氷の花道』
伊藤 宏美　
（北海道旅客鉄道 石勝線 (旧 ) 夕張支線　
清水沢駅～沼ノ沢駅）

入選

『車窓が楽しくて』
野村 倫直
（東日本旅客鉄道 飯山線　上境駅～上桑名川駅）

入選

『乱舞するコスモス』
月山 榮敏　
（真岡鐵道 真岡線　多田羅駅～市塙駅）

入選

『日出ずる国』
梅津 敦　
（関東鉄道 常総線　
稲戸井駅～戸頭駅）

入選

審査委員長
総 評

　第 20回「鉄道のある風景写真コンテスト」に今年も多数の応募が寄せられました。今年は特に、新しい応募者が
増えたことに審査員一同喜びを噛み締め、新鮮な目で応募作品の選考にあたりました。
　美しい・綺麗・感動的などの「鉄道風景写真」を撮るにはなにが必要なのでしょう。目指す撮影地で一番気にな
るのがやはりお天気でしょう。事前に、日の出・日の入りの時間を確認し、毎日同じ時間に通過する主役の列車が、
朝日・夕陽を浴びて、一番美しく輝く瞬間を撮影したいと思うものです。しかし、天気予報がはずれ急に雨が降っ
たらどうしますか？　このような経験は数多く体験したと思います。その状況をしっかりと心の引き出しにファイ
ルしておくのです。ファイルが増えるほど、撮影地で何かの急変に遭遇しても、臨機応変に対応することで予期せ
ぬ傑作が生まれるかもしれません。撮影地では、まず周りの風景を愛で、五感で感じる風をイメージし、自身の「撮
りたい！」と想う「鉄道のある風景写真」に挑んでください。
　第 20回、令和元年グランプリに輝いた佐々木英樹さんの作品「静寂の中を…」。
　山々に囲まれた里に、清々しい空気感漂う美しい風景の中から、姿を見せた列車の灯りに「ホッ」と気持ちを和
ませてくれます。穏やかな一日の始まりを約束してくれるような新年号「令和」にふさわしい作品になりました。

                                                                                                                   
         審査委員長　猪井 貴志（写真家）
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８
月
８
日
（
木
）、
本
社
が
入
居
す

る
横
浜
ア
イ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
に
お
い
て
、

横
浜
市
水
道
局
に
よ
る
「
打
ち
水
大
作

戦
２
０
１
９
＠
よ
こ
は
ま
」
が
開
催
さ

れ
、
本
社
に
勤
務
す
る
役
職
員
の
ほ
か
、

同
じ
く
横
浜
ア
イ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
に
入

居
す
る
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

の
皆
様
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
を

ご
覧
に
な
り
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
方

な
ど
大
勢
の
方
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
打
ち
水
大
作
戦
」
は
、
打
ち
水
大
作

戦
本
部
（
日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
が
主

唱
し
、
国
土
交
通
省
や
環
境
省
が
後
援

し
て
い
る
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

当
機
構
で
は
、「
環
境
基
本
方
針
」
の

一
つ
と
し
て
「
地
域
の
環
境
保
全
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
社
会
に
貢

献
し
ま
す
。」
を
掲
げ
、
本
社
周
辺
の
清

掃
活
動
の
実
施
に
加
え
、
３
年
前
か
ら

始
ま
っ
た
横
浜
ア
イ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
で

の
「
打
ち
水
大
作
戦
」
に
も
協
力
・
参

加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
誰
も
が
手
軽

に
で
き
る
「
打
ち
水
」
に
は
、
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
の
取
組
み
と
し
て
実

際
に
気
温
を
下
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
そ
の
実
施
プ
ロ
セ
ス
を
通
し

て
、
環
境
意
識
の
啓
発
や
水
の
再
利
用

の
促
進
、
近
隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
も
た
ら
す

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
過
去
２
回
の
横
浜
ア
イ
ラ
ン

ド
タ
ワ
ー
で
の「
打
ち
水
大
作
戦
」で
は
、

途
中
か
ら
雨
が
降
り
始
め
た
り
、
台
風

の
接
近
に
よ
り
中
止
に
な
っ
た
り
と
天

候
に
恵
ま
れ
ず
に
い
ま
し
た
が
、
３
回

目
に
し
て
晴
天
、
気
温
34
℃
と
い
う
絶

好
の
打
ち
水
日
和
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
北
村
理
事
長
と
小
島

副
理
事
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
涼

し
げ
な
浴
衣
姿
の
司
会
者
の
「
涼
し
く

な
ー
れ
♪
」
の
掛
け
声
の
も
と
で
打
ち

水
を
行
い
ま
し
た
。
打
ち
水
前
に
47
℃

だ
っ
た
地
表
温
度
は
41
℃
ま
で
下
が
り
、

そ
の
効
果
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

引
き
続
い
て
、
参
加
者
が
場
所
を
変

え
な
が
ら
打
ち
水
を
行
い
、
猛
暑
の
中

で
も
横
浜
ア
イ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
周
辺
は

一
時
の
涼
に
包
ま
れ
、
笑
顔
と
笑
い
声

に
溢
れ
、
大
盛
況
の
も
と
に
「
打
ち
水

大
作
戦
２
０
１
９
＠
よ
こ
は
ま　

横
浜

ア
イ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
」
は
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
、「
打
ち
水
大
作
戦
」
へ
の
協
力・

参
加
を
通
じ
て
環
境
負
荷
低
減
の
意
識

向
上
や
地
域
社
会
と
の
交
流
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
様

に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
改
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

集合写真

「
打
ち
水
大
作
戦
２
０
１
９
＠
よ
こ
は
ま  

横
浜
ア
イ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
」へ
の
協
力

企
画
部　

企
画
課

大盛り上がりの打ち水

ちびっ子もがんばる！
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竣工船の紹介
機構では、平成 31年 3月から令和元年7月にかけて新しい共有船11隻が竣工致しました。

各船とも、国の運輸政策でもある環境にやさしい船舶や物流効率化に寄与する船舶となっており、
地域の交通と日本の物流を支えています。

［ あさひえーす］
平成 31年 3月 25日、大分県佐伯市の
株式会社三浦造船所において竣工した
松盛汽船株式会社および龍盛汽船株式
会社との共有貨物船。

■ 総トン数：745 トン　
■ 船　　種：特殊タンク船　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：プロピレン、プロパン等

［ 第
だいじゅうご

十五雄
ゆうほうまる

豊丸 ］
平成 31年 3月 28日、静岡県静岡市の
株式会社カナサシ重工において竣工し
た有限会社明栄汽船および田渕海運株
式会社との共有貨物船。

■ 総トン数：1,215 トン　
■ 船　　種：油送船兼ケミカルタンカー　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：ベンゼン、キシレン等

［ 第
だいはちほうえいまる

八鳳栄丸 ］
平成 31年 3月 28日、香川県丸亀市の
興亜産業株式会社において竣工した有
限会社鳳海運との共有貨物船。

■ 総トン数：499 トン　
■ 船　　種：ケミカルタンカー兼油送船
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：ベンゼン、トルエン等

［ みしま ］
平成 31年 4月 15日、愛媛県今治市の
矢野造船株式会社において竣工した大
三島ブルーライン株式会社との共有旅
客船。

■ 総トン数：224 トン　
■ 船　　種：旅客船兼自動車航送船　
■ 政策目的：離島航路に就航する船舶
■ 旅客定員：1.5 時間未満　190 名
　　　　　　　3時間未満　142 名
■ 航　　路：今治～木江・大三島・岡村

●旅客船Passenger Ship

［ みしま ］
令和元年 6月 7日、長崎県佐世保市の
前畑造船株式会社において竣工した崎
戸商船株式会社との共有旅客船。

■ 総トン数：194 トン　
■ 船　　種：旅客船兼自動車渡船　
■ 政策目的：離島航路に就航する船舶
■ 旅客定員：145 名
■ 航　　路：佐世保～友住

●旅客船Passenger Ship

［ シーパセオ ］
令和元年 7月 26日、広島県呉市の株
式会社神田造船所において竣工した瀬
戸内海汽船株式会社との共有旅客船。

■ 総トン数：902 トン　
■ 船　　種：旅客船兼自動車渡船　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　   （高度二酸化炭素低減化船）
■ 旅客定員：300 名
■ 航　　路：宇品～松山

●旅客船Passenger Ship

Cargo Ship●貨物船 Cargo Ship●貨物船 Cargo Ship●貨物船
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［ すざく ］
平成 31年 3月 29日、大分県佐伯市の
本田重工業株式会社において竣工した
株式会社シーグローブおよび有限会社
冨士汽船との共有貨物船。

■ 総トン数：749 トン
■ 船　　種：コンテナ専用船　
■ 政策目的：モーダルシフト船
　　　　　　　（内航フィーダーの充実
　　　　　　　に資する船舶）
■ 積　　荷：コンテナ

［ あさひ ］
平成 31年 4月 10日、兵庫県淡路市の
株式会社浦共同造船所において竣工し
た有限会社新東汽船およびアスト株式
会社との共有貨物船。

■ 総トン数：497 トン　
■ 船　　種：油送船兼ケミカルタンカー　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：クロロホルム、イソプロピルア
　　　　　　　　ルコール、メチレンクロライド

［ 第
だいさんじゅうさん

三十三すみせ丸
まる

 ］
平成 31年 4月 25日、大分県佐伯市の
株式会社三浦造船所において竣工した
ナラサキスタックス株式会社および九
州マリン株式会社との共有貨物船。

■ 総トン数：748 トン　
■ 船　　種：セメント専用船　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：バラセメント

［ いずみ丸
まる

 ］
令和元年 5月 24日、広島県尾道市の
内海造船株式会社において竣工した泉
汽船株式会社との共有貨物船。

■ 総トン数：13,038 トン
■ 船　　種：ロールオン・ロールオ
　　　　　　フ型一般貨物船　
■ 政策目的：モーダルシフト船
　　　　　　　（高度モーダルシフト船）
■ 積　　荷：乗用車、トレーラー
　　　　　　シャーシ

［宝
ほうえいまる

栄丸 ］
令和元年 5月 30日、大分県佐伯市の
株式会社三浦造船所において竣工した
大分海運株式会社との共有貨物船。

■ 総トン数：504 トン　
■ 船　　種：一般貨物船　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：石灰石、硅石、産業廃棄物

Cargo ShipCargo Ship

Cargo Ship●貨物船 Cargo Ship●貨物船

Cargo Ship●貨物船 ●貨物船 ●貨物船
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桁架設後の様子

北
陸
新
幹
線（
金
沢・敦
賀
間
）、御
宮
架
道
橋
桁
架
設
工
事

大
阪
支
社

　

令
和
元
年
７
月
24
日
（
水
）
か
ら
27

日
（
土
）
に
か
け
て
、
石
川
県
小
松
市

地
内
の
御
宮
架
道
橋
の
桁
架
設
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
陸
新
幹
線
建
設
工
事
と
し
て
は
初

め
て
多
軸
ト
レ
ー
ラ
ー
を
用
い
た
作
業

で
あ
り
、
長
さ
約
22
ｍ
、
重
量
約
60
ｔ

の
桁
が
ト
レ
ー
ラ
ー
に
よ
っ
て
国
道

３
６
０
号
線
上
を
移
動
し
ま
し
た
。
24

日
の
夜
間
は
国
道
を
片
側
規
制
、
25
日

と
26
日
の
夜
間
は
全
面
規
制
し
、
連
日

夜
を
徹
し
て
、
慎
重
か
つ
丁
寧
な
作
業

に
よ
り
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

交
通
規
制
を
伴
う
大
掛
か
り
な
作
業

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
地
域
の
方
々

の
注
目
度
も
高
く
、
ト
レ
ー
ラ
ー
や
ク

レ
ー
ン
、
桁
か
け
の
様
子
を
一
目
見
よ

う
と
、
多
く
の
住
民
の
方
々
や
報
道
関

係
者
が
見
守
る
中
で
の
作
業
と
な
り
ま

し
た
が
、
作
業
は
無
事
予
定
ど
お
り
完

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
方
々
に
は
交
通
規
制
の

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
よ
り

北
陸
新
幹
線
工
事
に
関
心
を
寄
せ
て
い

た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る
工
事
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

トンネル建設現場での記念撮影

子どもアドベンチャー2019
東京支社

　

令
和
元
年
８
月
15
日（
木
）か
ら
16
日

（
金
）に
か
け
て
、
横
浜
市
教
育
委
員
会

と
鉄
道
・
運
輸
機
構
東
京
支
社
が
連
携

し
、「
鉄
道
・
博
士
を
目
指
そ
う
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
「
子
ど
も
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

２
０
１
９
」
を
、
神
奈
川
東
部
方
面
線

の
建
設
現
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
、
横
浜

市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
等
の
一
環
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
機
構
で
は

平
成
25
年
度
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に

協
力
し
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

今
年
度
で
通
算
７
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

　

当
日
は
、
現
在
機
構
が
行
っ
て
い
る

神
奈
川
東
部
方
面
線
整
備
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
、
職
員
が
運
行
区
間
や
開
業

後
の
効
果
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
の
断
面
形
状
に

よ
っ
て
、
ト
ン
ネ
ル
の
強
さ
が
異
な
る

こ
と
に
つ
い
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使

用
し
た
実
験
を
交
え
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
、
鉄
道
建
設

技
術
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
実
際
の
ト
ン
ネ
ル
建
設

現
場
を
案
内
し
、
鉄
道
構
造
物
が
ど
の

よ
う
に
建
設
さ
れ
て
い
る
の
か
見
学
し

な
が
ら
、
学
習
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、

「
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
大
き
さ
は
？
」

「
ど
う
や
っ
て
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
の
？
」

等
活
発
な
質
問
が
あ
り
、
普
段
何
気
な

く
利
用
し
て
い
る
鉄
道
が
ど
の
よ
う
に

作
ら
れ
て
い
る
の
か
、
大
変
興
味
深
く

学
習
し
て
も
ら
え
た
よ
う
で
す
。 トンネル形状に関する実験の様子

ト ピ ッ ク ス
J R T T  T O P I C S

ト ピ ッ ク ス
J R T T  T O P I C S

トレーラーにより架設箇所まで運ばれた桁
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「鉄道・運輸機構だより」に関するアンケートのお願い

※個人情報の保護について：個人情報につきましてはより良い「鉄道・運輸機構だより」作成のための参考とし、他の目的には使用しません。

お名前 歳年齢貴社名

▼ご協力ありがとうございました。もし差し支えなければ、以下にもご記入ください。

▶FAX番号  ０４５-２２２-９０８９    ▶ホームページ https://www.jrtt.go.jp/

【問い合わせ先】 鉄道・運輸機構総務部広報課　電話：045-222-9101

今後取り上げてほしいテーマをお聞かせください。（200字程度）3

全般についてのご意見・ご要望などをお聞かせください。（200字程度）4

上記Ｑ１で選んだ回答に対するそれぞれの理由をお聞かせください。〔必須〕（200字程度）2

今季号で面白かった・興味を持った記事を3つ挙げてください。〔必須〕1
□ 巻頭言  地球温暖化防止への取組み

□ 特集  西日本の交通大動脈の一翼を担う海のブルートレイン
　　　　「フェリーきたきゅうしゅうⅡ」

□ CLOSE UP  平成30年度の業務実績評価について

□ WORKING REPORT　大阪支社 福井鉄道建設所

□ 寄稿  ～地方鉄道を訪ねて～ 「IGR いわて銀河鉄道」

▼ TOPICS
□  第20回「鉄道のある風景写真コンテスト」結果発表
□ 「打ち水大作戦2019＠よこはま 横浜アイランドタワー」への協力
□ 竣工船の紹介
□ 子どもアドベンチャー2019
□ 北陸新幹線（金沢・敦賀間）、御宮架道橋架設工事

いつも「鉄道・運輸機構だより」をご愛読いただきありがとうございます。
今後の編集の参考とさせていただきますので、本誌に関するアンケートにご協力ください。 

下記の項目にご記入のうえ、FAXで送信いただくか、またはホームページの広報誌「アンケート調査票」フォームに入力してください。

編 集 後 記
　

令
和
元
年
第
2
号
の
「
鉄
道
・
運
輸
機
構
だ
よ
り
」
秋

季
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

▼
今
年
秋
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
な
ん
と
い
っ
て
も
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
大
会
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

前
回
大
会
で
の
世
紀
の
番
狂
せ
と
い
わ
れ
た
南
ア
フ
リ
カ

戦
か
ら
早
4
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
11
月
2

日
の
決
勝
戦
ま
で
日
本
列
島
が
国
際
舞
台
の
中
心
地
と
な

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

▼
巻
頭
言
で
は
、
船
舶
部
門
が
取
り
組
む
「
地
球
温
暖
化

防
止
へ
の
取
組
み
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
機
構
が

行
う
「
資
金
調
達
」
が
環
境
・
社
会
貢
献
面
へ
の
取
組
み

と
し
て
国
際
的
に
評
価
さ
れ
た
こ
と
も
「
平
成
30
年
度
の

業
績
評
価
に
つ
い
て
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
鉄
道
や
内
航
海
運
を
支
え
て
い
る
鉄
道
・
運
輸

機
構
の
業
務
は
、
2
0
1
5
年
9
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国

連
本
部
で
開
催
さ
れ
た
「
国
連
持
続
可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ

ト
」
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
掲
げ
ら
れ
た

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
の
理
念
に
沿
っ

た
活
動
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
持
続
可
能
で
強
靱
（
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
）
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
通
じ
て
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

▼
特
集
や
ワ
ー
キ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
で
は
、機
構
職
員
の
日
々

の
奮
闘
ぶ
り
が
描
か
れ
て
お
り
ま
す
。社
会
や
地
域
の
ニ
ー

ズ
・
期
待
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
業
務
に
当
た
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
協
力
願
い
ま
す
。

▼
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
観
戦
し
た
方
々
が
異
口

同
音
に
驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
る
の
は
外
国
人
サ
ポ
ー

タ
ー
の
方
々
が
よ
く
ビ
ー
ル
を
飲
む
こ
と
で
す
。「
ワ
ン
・

フ
ォ
ア
・
オ
ー
ル
」
や
「
オ
ー
ル
・
フ
ォ
ア
・
ワ
ン
」
と
の

ラ
グ
ビ
ー
精
神
を
心
に
刻
み
な
が
ら
、
お
い
し
い
ビ
ー
ル

が
飲
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
個
々
人
の
心
身
の
健
康
に
も
留

意
し
て
事
業
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
広
報
課
長
）
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